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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

５
月
13
日
︵
土
︶
午
後
１

時
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ

ス
ト
の
81
丁
目
か
ら
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
が
67
丁
目
ま
で
行
わ

れ
る
。
日
本
か
ら
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
ラ
イ
ブ
・

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
﹁N

A
R

U
T

O
-

ナ
ル
ト
﹂
を
迎
え
る
ほ
か
、
御

神
輿
や
和
太
鼓
、
民
謡
盆
踊
り

な
ど
日
本
を
テ
ー
マ
に
し
た
90

余
り
の
団
体
が
華
や
か
に
パ

レ
ー
ド
を
繰
り
広
げ
る
。
グ
ラ

ン
ド
マ
ー
シ
ャ
ル
は
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
冬
季
五
輪
米
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ヤ

マ
グ
チ
さ
ん
。
開
会
式
は
午
後

０
時
30
分
か
ら
70
丁
目
と
71
丁

目
の
特
設
ス
タ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
る
。
ま
た
同
日
午
前
10
時
か

ら
隣
接
の
西
72
丁
目
で
ジ
ャ
パ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
、
文
化
紹
介
や
ジ
ャ
パ
ン

フ
ェ
ス
参
加
の
フ
ー
ド
な
ど
約

30
余
り
の
テ
ン
ト
が
並
ぶ
。

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
13
日

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
で
午
後
１
時
ス
タ
ー
ト

テ
キ
サ
ス
州
か
ら
バ
ス
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
送
ら
れ
て
く

る
中
南
米
の
移
民
が
、
国
境
制

限
が
切
れ
る
５
月
11
日
以
降

は
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み

で
、
市
当
局
が
対
応
に
迫
ら
れ

て
い
る
。
市
移
民
局
の
マ
ニ
エ

ル
・
カ
ス
ト
ロ
局
長
は
毎
日

１
０
０
０
人
以
上
が
送
ら
れ
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

メ
キ
シ
コ
と
国
境
を
接
す
る

テ
キ
サ
ス
州
の
グ
レ
ッ
グ
・
ア

ボ
ッ
ト
知
事
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な

ど
か
ら
逃
れ
て
き
た
不
法
移
民

の
受
け
入
れ
は
不
可
能
だ
と

し
、
昨
年
４
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
な
ど
移
民
に
寛
容
な
都

市
に
バ
ス
で
移
送
し
始
め
た
。

連
邦
政
府
は
昨
年
10
月
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
か
ら
の
亡
命
希
望
者
は

米
国
内
に
経
済
的
支
援
者
が
い

る
こ
と
を
証
明
で
き
な
け
れ
ば

米
国
に
入
国
で
き
な
い
と
い
う

制
限
を
つ
け
た
た
め
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
送
ら
れ
て
く
る
移
民

が
減
少
、
こ
こ
数
か
月
は
移
送

バ
ス
は
停
止
し
て
い
た
。
し
か

し
ア
ボ
ッ
ト
知
事
は
５
月
１

日
、
こ
の
移
民
制
限
が
５
月
11

日
に
切
れ
る
の
を
前
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ

カ
ゴ
、
デ
ン
バ
ー
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
へ
の
移
送
バ
ス
を
再
開

す
る
と
発
表
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
に
は
３
日
朝
、
41
人
を

乗
せ
た
再
開
後
初
の
移
送
バ

ス
が
到
着
し
た
。
午
後
に
は

別
の
約
50
人
を
乗
せ
た
バ
ス

が
到
着
し
た
。
４
月
末
時
点

で
、
亡
命
希
望
者
の
う
ち
約

５
万
９
４
０
０
人
が
ホ
ー
ム
レ

ス
や
被
災
者
な
ど
を
収
容
す
る

シ
ェ
ル
タ
ー
︵
避
難
所
︶
に
、

約
３
万
６
８
０
０
人
が
市
が
運

営
す
る
施
設
に
滞
在
し
て
い

る
。
現
時
点
で
は
移
民
保
護
に

対
す
る
連
邦
お
よ
び
州
か
ら
の

援
助
は
な
く
、
市
の
財
政
を
脅

か
し
て
い
る
状
態
だ
。
保
護
す

る
た
め
の
費
用
は
推
定
数
十
億

ド
ル
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。
ア
ダ
ム
ス
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
長
は
亡
命
希
望
者
が

迅
速
に
労
働
許
可
証
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
連
邦
政
府
の
介
入
を

強
く
求
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
し
て
、
世
界
保
健
機
構

︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶
が
全
世
界
に
発
出

し
て
い
る
緊
急
事
態
レ
ベ
ル
を

解
除
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
日

本
の
入
国
手
続
き
が
変
更
さ
れ

た
。
外
務
省
海
外
安
全
情
報
に

よ
る
と
、
日
本
時
間
４
月
29
日

以
降
、
全
て
の
日
本
入
国
者
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
、
出
国

前
検
査
証
明
書
の
提
出
が
不
要

と
な
っ
た
。
そ
れ
に
あ
た
り
、

デ
ジ
タ
ル
庁
に
よ
るV

isit 
Japan W

eb 

で
の
検
疫
手
続

き
︵
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
︶
の

提
出
も
不
要
と
な
る
。
一
方
、

V
isit Japan W

eb

上
で
は
引

き
続
き
関
税
申
告
・
免
税
購
入
・

入
国
審
査
の
入
国
手
続
き
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来

通
り
紙
面
で
の
入
国
手
続
き
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

帰
国
が
よ
り
便
利
に

入
国
手
続
き
変
更
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

出
国
前
の
検
査
証
明
書
の
提
出
が
不
要
に

移
民
移
送
を
再
開

テキサス州

国
境
制
限
切
れ
Ｎ
Ｙ
行
き
バ
ス
大
幅
増
へ
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
藤
原

未
佳
子
の
初
の
個
展
と
な
る

﹁W
ay W

e A
re – 

和
﹂
が
25

日
︵
木
︶
か
ら
金
融
街
の
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

︵
メ
ン
デ
ン
レ
イ
ン
80
番
地
14

階
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
藤
原
は

同
志
社
大
学
で
心
理
学
、
ミ
シ

ガ
ン
州
の
大
学
で
フ
ァ
イ
ン
ア

ー
ト
を
学
び
、
ア
ー
ト
と
癒
し

の
相
関
性
を
追
求
。
２
０
０
７

年
か
ら
は
Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家

協
会
に
所
属
し
、
生
命
・
自
由
・

平
等
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
発
表

し
続
け
て
い
る
。

　
今
回
は
、
藤
原
の
20
年
近
く

に
及
ぶ
制
作
の
軌
跡
を
集
約
し

た
、
満
を
持
し
て
の
展
示
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
だ
。
作
品
は
、木
炭
・

ア
ク
リ
ル
・
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
刺

繍
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
が

駆
使
さ
れ
た
約
10
点
。
会
期
６

月
27
日
ま
で
。
開
催
前
日
５
月

24
日(

水)

午
後
５
時
か
ら
７

時
に
プ
レ
ビ
ュ
ー
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
る
。
入
場
無
料
。

詳
細
は artspheres.org

Little G
reen Apples, 2022, M

ixed m
edia,12" x 12"

藤
原
未
佳
子

Ｎ
Ｙ
個
展
25
日
か
ら

　
日
系
写
真
家
、
井
高
雄
一
の

写
真
展
﹁
戦
争
の
絆
﹂
が
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
・
ダ
ン
ボ
地
区
の
ハ

イ
ヤ
ー
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
写
真
館

で
今
月
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。
井
高
は
、
１
９
１
４
年

ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の
日

系
移
民
の
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
幼
少
期
を
日
本
で
過
ご
し

た
後
、
１
９
２
８
年
に
シ
カ
ゴ

に
移
住
し
、
１
９
３
０
年
代
に

シ
カ
ゴ
大
学
を
卒
業
し
、
化
学

を
専
攻
。
42
年
か
ら
45
年
ま
で

シ
カ
ゴ
の
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
で
学
び
、

45
年
か
ら
47
年
ま
で
同
校
で
非

常
勤
講
師
を
務
め
な
が
ら
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
写
真
家
と
し
て

活
動
し
、
主
に
建
築
写
真
を
専

門
に
扱
っ
た
。

　
彼
の
作
品
は
、
フ
ロ
リ
ダ
・

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
誌
、
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
誌
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
紙
な
ど
の
出
版
物
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
85
年
ま
で
、

シ
カ
ゴ
で
自
身
の
写
真
業
を
営

み
、
広
告
代
理
店
、
雑
誌
や
新

聞
の
ア
ー
ト
エ
デ
ィ
タ
ー
︵
シ

カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
の
フ
ェ

ミ
ニ
ン
部
門
︶、
シ
カ
ゴ
マ
ガ

ジ
ン
、
建
築
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
、

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
誌
な
ど

で
活
躍
し
た
。
51
年
に
近
代
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
写
真
展
に

出
品
。
78
年
、
出
版
デ
ザ
イ
ナ

ー
協
会
功
労
賞
を
受
賞
。
コ
ダ

ッ
ク
・
フ
ィ
ル
ム
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
も
務
め
た
。
写
真
ア
ー

カ
イ
ブ
は
現
在
、
バ
ウ
ハ
ウ

ス
・
シ
カ
ゴ
財
団
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
２
０
１
２
年
１
月
22

日
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
リ

ン
ジ
で
97
年
の
生
涯
を
閉
じ
て

い
る
。
娘
の
ナ
ン
シ
ー
・
イ
ダ

カ
・
シ
ェ
ラ
ン
さ
ん
は
﹁ 

彼

の
抽
象
表
現
の
写
真
を
見
た
の

は
今
回
初
め
て
で
し
た
が
、
高

い
技
術
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
１
９
４
０
年
代

の
白
黒
フ
イ
ル
ム
写
真
か
ら
晩

年
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
も
使
う

長
い
写
真
家
と
し
て
の
人
生
で

し
た
。
仕
事
場
で
の
姿
は
知
り

ま
せ
ん
が
、
旅
に
行
く
時
は
い

つ
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
ま
し

た
﹂
と
写
真
を
見
て
い
た
。

　
焦
げ
目
が
つ
く
よ
う
に
焼
い

た
牛
肉
は
香
ば
し
く
、
玉
ね
ぎ

を
漬
け
込
ん
だ
酸
っ
ぱ
め
の
た

れ
と
よ
く
合
い
ま
す
。

作
り
方

︵
１
︶
玉
ね
ぎ
は
１
セ
ン
チ
角

に
切
り
、
容
器
に
醤
油
、
米
酢

を
入
れ
た
中
に
入
れ
て
30
分
以

上
漬
け
込
む
。︵
２
︶
牛
肉
は

一
口
大
に
切
り
、
塩
、
胡
椒
を

ふ
る
。
焦
げ
目
が
つ
く
よ
う
に

両
面
焼
く
。︵
３
︶　
②
の
牛
肉

を
皿
に
盛
り
、
上
か
ら
①
の
玉

ね
ぎ
、
た
れ
を
か
け
る
。

 千葉真知子の

 ART COOKING

牛肉焼き玉ねぎ酢漬けがけ

材料　
ステーキ用牛肉 ............ 2 枚
玉ねぎ ...........................半分
米酢 .......................大さじ２
醤油 .......................大さじ４
塩、胡椒 ................... 各少々

日
系
写
真
家
、
井
高
雄
一
の
Ｎ
Ｙ
展

戦
前
戦
後
を
ア
メ
リ
カ
で
生
き
た
男
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井
高
の
娘
ナ
ン
シ
ー
さ
ん
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ボ
ス
ト
ン
在
住
の
マ
リ
ン
バ

奏
者
、
ミ
カ
・
ス
ト
ル
ツ
マ
ン

が
２
日
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

の
11
回
目
と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
っ
た
。
当
日
は
バ
ッ
ハ
作

品
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
、
無
伴
奏
チ

ェ
ロ
組
曲
第
３
番
、
ポ
ー
ル
・

サ
イ
モ
ン
、
ジ
ョ
エ
ル
・
ロ
ス
、

チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
、
ジ
ョ
ン
・

ゾ
ー
ン
が
書
き
下
ろ
し
た
ソ
ロ

マ
リ
ン
バ
作
品
、
ま
た
ム
ー
ン

リ
バ
ー
、
オ
ー
バ
ー
ザ
レ
イ
ン

ボ
ー
、
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
、

な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
作
品
７
曲
を

演
奏
し
た
。
今
回
の
カ
ー
ネ
ギ

ー
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
初
め
て
マ

リ
ン
バ
ソ
ロ
曲
だ
け
に
よ
る
リ

サ
イ
タ
ル
と
な
っ
た
。当
日
は
、

最
後
2
曲
は
夫
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
奏
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
ト

ル
ツ
マ
ン
と
、
ア
ン
コ
ー
ル
を

ソ
ロ
で
1
曲
、
デ
ュ
オ
１
曲
、

全
2
曲
演
奏
し
た
。

　
会
場
で
は
作
家
の
村
上
春
樹

さ
ん
夫
妻
も
２
階
客
席
か
ら
鑑

賞
し
、
拍
手
を
贈
っ
た
。
村
上

さ
ん
は
今
回
発
売
と
な
っ
た
ミ

カ
の
新
ア
ル
バ
ム﹁
マ
リ
ン
バ
・

ソ
ウ
ル
﹂の
帯
を
書
い
て
い
る
。

そ
こ
に
は
﹁
マ
リ
ン
バ
は
日
頃

あ
ま
り
耳
に
す
る
機
会
の
な
い

楽
器
だ
け
ど
、
そ
の
響
き
は
深

く
、
柔
ら
か
く
、
い
っ
た
ん
気

に
い
る
と
病
み
つ
き
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
る
で
森
の
奥

に
腰
を
下
ろ
し
、
ど
こ
か
ら
か

聞
こ
え
て
く
る
生
き
物
た
ち
の

声
の
集
積
に
そ
っ
と
耳
を
澄
ま

せ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
と

く
べ
つ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
聴
い
て
み
て

く
だ
さ
い
﹂
と
書
い
て
あ
る
。

　
ミ
カ
は
２
０
０
０
年
ト
ロ
ン

ト
大
学
上
級
演
奏
学
科
修
了

後
、
２
０
０
１
年
東
京
と
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ

ル
を
開
催
し
て
本
格
的
に
演

奏
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

２
０
０
８
年
熊
本
県
天
草
市
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し
、

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
演
奏
活
動
を
展

開
。
過
去
10
回
に
渡
る
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
リ
サ
イ
タ
ル

開
催
を
始
め
、
現
在
ま
で
に
世

界
22
か
国
66
都
市
で
公
演
を
行

っ
て
い
る
。

　
ミ
カ
さ
ん
は
﹁
今
回
の
リ
サ

イ
タ
ル
は
、
マ
リ
ン
バ
の
ソ
ロ

に
特
化
し
た
リ
サ
イ
タ
ル
で
、

お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
か
不

安
で
し
た
が
、
自
分
の
持
ち
前

で
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
音

楽
の
世
界
が
表
現
出
来
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
無
事
カ
ー
ネ
ギ
ー

公
演
を
終
え
る
事
が
出
来
て
安

堵
し
て
い
ま
す
。
ご
来
場
頂
き

ま
し
た
沢
山
の
Ｎ
Ｙ
在
住
の
日

本
人
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

ミ
カ
・
ス
ト
ル
ツ
マ
ン
が
ソ
ロ
公
演

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
聴
衆
魅
了

村
上
春
樹
さ
ん
客
席
か
ら
拍
手

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
／
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
は
5
月
の
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
諸
島
系
ア
メ
リ
カ
人
︵
Ａ
Ａ

Ｐ
Ｉ
︶
文
化
遺
産
月
間
を
記
念

し
、
19
日
︵
金
︶
午
後
６
時
か

ら
９
時
ま
で
﹁
映
画
＆
ア
ー
ト

ナ
イ
ト
／
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸

島
系
ア
メ
リ
カ
人
文
化
遺
産
月

間
イ
ベ
ン
ト
﹂
と
題
し
た
特
別

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

　
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
映

画
監
督
の
代
表
的
存
在
で
あ

り
、
ニ
ュ
ー
・
ク
ィ
ア
・
シ
ネ

マ
の
ア
イ
コ
ン
、
グ
レ
ッ
グ
・

ア
ラ
キ
の
監
督
作
﹃T

otally 
F***ed U

p

﹄
の
映
画
上
映
、

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
高
氏

奈
津
樹
と
韓
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス

トH
aksul Lee

に

よ

る

彫

刻
と
音
響
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
作
品
﹁W

hat Is Y
our 

N
am

e?

﹂︵
２
０
２
０
年
︶
の

特
別
展
示
を
実
施
。
現
在
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
中
の
日
系
ア
メ

リ
カ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
﹁
キ
ョ

ウ
ヘ
イ
・
イ
ヌ
カ
イ
﹂
展
と
併

せ
て
、
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
め
る
。
映
画
上
映
は
午
後
７

時
か
ら
。

　
入
場
料
は
映
画
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
が
一
般
15
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員

が
５
ド
ル
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み

は
無
料
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ー
で

飲
み
物
も
販
売
さ
れ
る
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org

アジア・太平洋諸島系アメリカ人文化遺産月間

ジャパン・ソサエティーで 19 日

高氏奈津樹の
作品展示

https://www.nipponclub.org/
https://japan-universities.com/event/shingakufair2023sp-2.html
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
は
、
学
者
や

音
楽
家
、
芸
術
家
な
ど
が
昔
か
ら
住
居
を
構
え
て
い
る
エ
リ
ア

で
、
開
放
的
な
ム
ー
ド
に
は
多
く
の
成
功
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
が
住
ん
で
い
る
。

　
写
真
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
に
面
し
た
戦
前
の
プ
レ
ウ
ォ
ー

の
建
物
を
改
築
し
た
15
階
建
て
の
賃
貸
ビ
ル
の
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
。
プ
レ
ウ
ォ
ー
の
特
徴
の
高
い
天
井
と

ハ
ー
ド
ウ
ッ
ド
の
床
が
良
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
24

時
間
の
ド
ア
マ
ン
は
勿
論
、
屋
上
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
で
き

る
デ
ッ
キ
が
あ
り
、
ガ
ー
デ
ン
、
屋
外
の
ラ
ウ
ン
ジ
、
バ
イ
ク

ル
ー
ム
、
犬
の
散
歩
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
急
行
が
止
ま
る
96

丁
目
の
駅
ま
で
歩
い
て
3
ブ
ロ
ッ
ク
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
や
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ま
で
歩
い
て
5
分
。
人
気
の
大
手

食
料
品
ス
ー
パ
ー
も
至
近
で
便
利
。
部
屋
は 

12
階
、
家
賃
は

４
５
５
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
５
４
９
・
５
１
５
７
、

Ｅ
メ
ー
ル
　m

iyuki3533@
gm

ail.com

　
大
島
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
︶

 

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
戦
前
ビ
ル

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
不
動
産

情
報
サ
イ
ト
の
ス
ト
リ
ー
ト
イ

ー
ジ
ー
は
こ
の
ほ
ど
、
ほ
と
ん

ど
の
市
場
価
格
の
家
賃
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
の
平
均
収
入
で
賄

う
こ
と
は
難
し
く
、
特
に
黒
人

や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
市
民
が
打

撃
を
受
け
て
い
る
と
い
う
最
新

の
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。 

　
同
社
は
、
独
自
の
不
動
産
リ

ス
ト
と
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
今
年
１
〜
３
月
の
同
市

内
の
家
賃
相
場
を
分
析
し
た
。

Ｎ
Ｙ
市
民
の
平
均
家
計
所
得

７
万
６
６
３
ド
ル
で
賃
貸
可
能

な
住
居
は
、
全
体
の
約
３
分
の

１
に
当
た
る
37
％
で
、
19
年
の

51
％
か
ら
著
し
く
減
少
し
て
い

る
。
人
種
別
で
は
、
白
人
世
帯

で
は
64
％
、
ア
ジ
ア
系
で
は
47

％
が
賃
貸
可
能
で
あ
る
の
に
対

し
、
黒
人
世
帯
で
は
14
％
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
で
は
10
％
と
な

っ
て
い
る
。
白
人
世
帯
の
住
居

10
戸
に
対
し
、
黒
人
お
よ
び
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
家
庭
が
賃
貸
で

き
る
の
は
わ
ず
か
２
戸
に
過
ぎ

な
い
。 

同
社
の
経
済
学
者
ケ

ニ
ー
・
リ
ー
氏
は
﹁
手
頃
な
価

格
の
賃
貸
住
宅
数
は
、
す
べ
て

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
。
特

に
収
入
や
富
裕
の
人
種
的
格
差

が
不
釣
合
に
有
色
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
た
ち
に
影
響
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
﹂と
伝
え
て
い
る
。 

Ｎ
Ｙ
市
の
家
賃
相
場 

ほ
と
ん
ど
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
無
理 

　
第
11
回
日
本
ク
ラ
ブ

﹁
親
子
で
楽
し
む
フ
ァ
ミ

リ
ー
イ
ベ
ン
ト
﹂
が
６
月

３
日
︵
土
︶
午
後
１
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で
、
日

本
ク
ラ
ブ
︵
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
︶
に
て
開
催

さ
れ
る
。

　
４
年
ぶ
り
と
な
る
今
回

は
ま
ず
日
本
ク
ラ
ブ
特
製

ス
ナ
ッ
ク
弁
当
を
食
べ
、

そ
の
後
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ゲ

ー
ム
な
ど
を
楽
し
む
。
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
手
巻
き
寿

司
、
飴
細
工
や
テ
ー
ブ
ル

茶
道
の
実
演
、
フ
ェ
イ
ス

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
や
紙
芝
居
、
版
画

ア
ー
ト
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
子
供
達
の
和
太
鼓
演

奏
や
獅
子
舞
の
演
舞
な
ど
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
親

子
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
参
加
費
は
日
本
ク
ラ
ブ
会

員
が
大
人
25
ド
ル
、
子
供
15

ド
ル
、
ゲ
ス
ト
・
一
般
が

大
人
30
ド
ル
、
子
供
20
ド

ル
︵
ス
ナ
ッ
ク
弁
当
＆
ド
リ

ン
ク
付
き
︶、
２
歳
以
下
は

無
料
。
申
し
込
み
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://
w

w
w

.n
ip

p
o

n
c

lu
b

.
org/?lang=ja

日
本
ク
ラ
ブ
が
６
月
３
日

親
子
で
楽
し
む

フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
https://www.nipponclub.org/?lang=ja
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Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ
は
一
定
の
条

件
を
満
た
す
こ
と
で
複
数
の
雇

用
主
と
同
時
に
働
く
こ
と
を
可

能
に
し
ま
す
。
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ

の
雇
用
主
の
Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ
申

請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
主
は
適
格
な
専
門
職
に
対

し
Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ
請
願
を
提
出

し
て
司
法
省
と
の
労
働
証
明
申

請
を
完
了
し
手
数
料
を
支
払
い

ま
す
。

　
仕
事
が
Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ
の
職

種
に
該
当
し
雇
用
主
が
Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ
の
義
務
を
遵
守
す
る
意

思
が
あ
る
限
り
１
つ
以
上
の
雇

用
主
で
フ
ル
タ
イ
ム
ま
た
は
パ

ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
追
加
の
Ｈ
１-

Ｂ
ビ

ザ
請
願
が
受
領
さ
れ
た
後
、
そ

の
雇
用
主
で
働
き
始
め
る
こ
と

が
許
可
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
雇

用
主
の
職
種
の
Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ

ス
タ
ン
プ
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
パ
ー
ト
タ
イ

ム
や
副
業
を
追
加
す
る
場
合
に

は
就
労
時
間
の
変
更
を
明
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
高
等
教
育
で
習

得
し
た
理
論
的
、
お
よ
び
応
用

的
な
知
識
が
必
要
で
す
。

　
Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ
の
フ
ル
タ
イ

ム
の
雇
用
関
係
が
既
に
存
在
す

る
場
合
、
米
国
移
民
局
︵
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
︶
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
同

時
就
労
の
雇
用
を
承
認
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
同
時
就
労

し
て
い
る
場
合
は
同
じ
専
門
分

野
に
属
す
る
必
要
は
な
く
最
初

の
仕
事
に
類
似
し
て
い
る
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
職
に
該

当
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る

限
り
様
々
な
業
種
や
産
業
で
多

様
な
職
種
に
就
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
契
約
業
務
や
単

純
作
業
、
広
告
収
益
の
た
め
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
な
ど
特
定

の
職
種
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
複
数
の
雇
用
主

と
働
く
た
め
に
同
時
に
Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ
で
働
く
こ
と
は
複
雑
な

手
続
き
で
す
が
可
能
で
す
。
移

民
弁
護
士
に
従
っ
て
適
切
な
申

請
手
続
き
を
行
い
、
雇
用
主
と

の
雇
用
関
係
を
維
持
し
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
職
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
重
要
で
す
。
要
件
や
制

限
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
で

複
数
の
会
社
に
属
し
Ｈ
１-

Ｂ

ビ
ザ
ス
テ
ー
タ
ス
で
働
き
米
国

で
の
雇
用
機
会
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

移
民
法
に
関
す
る
更
新
情
報 

Ｈ
１-

Ｂ
ビ
ザ
で

複
数
の
雇
用
主
と
働
く

　
４
月
29
日
、
第
18
回
ス
ト
ー

ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
日
本
セ
ン
タ

ー
主
催
、
キ
ヤ
ノ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
後

援
の
エ
ッ
セ
イ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
表
彰
式
が
４
年
ぶ
り

に
対
面
形
式
で
行
わ
れ
た
。
尾

島
巌
ス
ト
ー
ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク

日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
古
山

純
一
キ
ヤ
ノ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
副
社
長

の
祝
辞
に
続
き
、
長
野
智
史
領

事
よ
り
森
美
樹
夫
在
Ｎ
Ｙ
総
領

事
大
使
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

読
み
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

賞
状
、
賞
金
、
副
賞
の
キ
ヤ
ノ

ン
の
カ
メ
ラ
等
が
各
受
賞
者
に

授
与
さ
れ
、
入
賞
者
は
各
自
の

作
品
を
朗
読
し
参
加
し
た
家

族
、
友
人
知
人
、
関
係
者
か
ら

盛
大
な
祝
福
を
受
け
た
。
式
の

後
は
、
こ
れ
も
４
年
ぶ
り
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
参
加

者
は
軽
食
を
取
り
な
が
ら
会
話

や
ラ
ッ
フ
ル
を
楽
し
ん
だ
。
賞

金
賞
品
は
、
高
校
の
部
第
１
位

最
優
秀
賞
は
賞
金
３
０
０
０
ド

ル
並
び
に
日
本
国
総
領
事
特
別

賞
、
第
２
位
は
賞
金
１
５
０
０

ド
ル
、
第
３
位
は
賞
金
７
５
０

ド
ル
、
内
田
メ
モ
リ
ア
ル
賞
は

賞
金
７
５
０
ド
ル
と
共
に
そ
れ

ぞ
れ
副
賞
の
キ
ヤ
ノ
ン
製
品
が

手
渡
さ
れ
た
。

　
入
賞
者
名
と
入
賞
作
品
は
次

の
通
り
。
高
校
の
部
最
優
秀
賞

第
１
位
、
日
本
国
総
領
事
特
別

賞
エ
イ
ダ
ン
・
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト

さ
ん
︵
ウ
エ
ス
ト
・
ヘ
ム
ス

テ
ッ
ド
高
校
︶、
第
２
位
ケ
イ

ヤ
・
ア
ナ
ム
さ
ん
︵
ス
タ
イ
ヴ

ァ
サ
ン
ト
高
校
︶、
第
３
位
ニ

コ
ラ
・
ツ
ー
さ
ん
︵
ミ
レ
ニ
ア

ム
高
校
︶。
大
学
の
部
最
優
秀

賞
は
該
当
者
無
し
。
内
田
賞

ケ
イ
テ
ィ
ー
・
タ
ノ
ウ
エ
さ

ん
︵
ス
ト
ー
ニ
ー
ブ
ル
ッ
ク

大
学
︶
入
賞
作
品
は https://

w
w

w
.s

to
n

y
b

ro
o

k
.

edu
/com

m
cm

s/japan
/

program
s/essay

-com
p.

php 

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
18
回
エ
ッ
セ
イ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

入
賞
者
表
彰
式
を
開
催

上段左から佐藤恵里子実行委員長、尾島ストニーブルック日本セ
ンター理事長、古山キヤノン USA 副社長、長野領事、下段左から
高校の部最優秀賞第１位・日本国総領事特別賞・サージェントさん、
第２位・アナムさん、第３位・ツーさん、内田賞・タノウエさん

ストーニー・ブルック日本センター主催
　
日
本
ク
ラ
ブ
・
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
共

催 

ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
、

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
入
り
方
第

３
弾
﹁
王
道
の
入
り
方
と
は
？
﹂

が
26
日
︵
金
︶
午
後
７
時
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

　
ま
す
ま
す
倍
率
が
上
が
り
狭

き
門
と
化
し
た
ア
イ
ビ
ー
リ
ー

グ
校
だ
が
、
そ
こ
に
は
﹁
王
道

の
入
り
方
﹂
と
い
う
も
の
が
あ

る
と
い
う
。
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
冷
泉
彰
彦
氏
が
、
Ｓ

Ａ
Ｔ
満
点
や
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の

﹁
優
等
生
﹂
は
決
し
て
評
価
さ

れ
な
い
選
考
方
式
の
な
か
、
そ

の
﹁
王
道
﹂
に
つ
い
て
方
法
論

に
至
る
ま
で
日
本
語
で
徹
底
解

説
す
る
。
さ
ら
に
﹁
Ｓ
Ａ
Ｔ
は

オ
プ
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
新
制
度

へ
の
対
応
な
ど
、
最
新
動
向
に

つ
い
て
も
説
明
す
る
。
参
加
費

無
料
︵
任
意
で
Ｎ
Ｙ
医
療
従
事

者
へ
の
お
弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
寄
付
︶
。
講
師
の
冷
泉
氏

は
、
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語

学
校
高
等
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

１
９
５
９
年
東
京
生
ま
れ
。
東

京
大
学
文
学
部
卒
。
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
大
学
院
修
士
︵
日
本

語
教
授
法
︶
。
福
武
書
店
︵
現

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
︶
勤
務
を
経
て
93
年
に
来

米
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
在

住
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
nipponclub.org

を
参
照
。

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
受
験

王
道
の
入
り
方
を
解
説

　
乳
が
ん
に
関
す
る
最
新
情
報

や
早
期
発
見
の
啓
発
活
動
を
行

う
非
営
利
団
体
の
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
４
月
30
日
、
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
館
に
て
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

第
４
回
﹁
日
本
人
乳
が
ん
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
＠
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス

ト
・
サ
ウ
ス
﹂
を
開
催
し
た
。

　
久
下
香
織
子
キ
ャ
ス
タ
ー

︵
Ｆ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
︶
に
よ
る
司
会

進
行
で
、
ま
ず
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
代
表
の
山
本
眞
紀
子
さ
ん

が
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｙ

州
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
に
あ
る
米
国

で
最
初
に
創
設
さ
れ
た
が
ん
研

究
所
、
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
パ
ー
ク
が

ん
セ
ン
タ
ー
・
乳
腺
外
科
主
任

教
授
の
高
部
和
明
医
師
に
よ
る

基
調
講
演
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
と
米
国
の
標
準
乳
が
ん

治
療
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
た
。
米
国
で
８
人
に
ひ

と
り
、
日
本
で
は
11
人
に
ひ
と

り
が
乳
が
ん
に
な
る
と
い
う
現

在
の
統
計
か
ら
乳
が
ん
は
稀
な

病
気
で
は
な
い
こ
と
、
治
療
薬

は
日
進
月
歩
で
進
化
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
40
歳
を
超
え
た

ら
年
に
一
度
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
・
マ
モ
グ
ラ
ム
を
勧
め
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
病
院
婦
人
科
医
師
・
准
教

授
、
常
磐
真
琴
医
師
の
講
演
で

は
子
宮
か
ら
の
異
常
出
血
を
テ

ー
マ
に
、
生
理
の
仕
組
み
か
ら

更
年
期
の
月
経
不
順
、
異
常
出

血
の
原
因
と
治
療
法
な
ど
を
説

明
し
た
。
ま
た
こ
の
日
の
朝
に

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て
き

た
と
言
っ
て
会
場
を
驚
か
せ
た

常
盤
医
師
は
﹁
生
理
に
振
り
回

さ
れ
る
人
生
が
当
た
り
前
で
は

な
い
、と
知
る
こ
と
。
精
神
的
・

肉
体
的
に
大
変
な
時
も
明
る
い

気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
﹂

と
い
う
女
性
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
最
後
に
、
乳
が
ん
サ
バ
イ

バ
ー
で
が
ん
の
再
発
も
経
験
し

た
Ｌ
Ａ
在
住
の
井
村
紀
子
さ
ん

が
、
病
気
発
覚
か
ら
治
療
に
つ

い
て
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し

て
再
発
を
乗
り
越
え
た
か
を
語

り
、
早
期
発
見
の
大
切
さ
を
強

調
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
50
人
以
上
が
視
聴
し
た
。
同

講
演
は
動
画
サ
イ
ト
に
て
公
開

し
て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://bcnetw
ork.

org/

を
参
照
す
る
。

高
部
和
明
医
師

常
磐
真
琴
医
師

日本人乳がんシンポジウム
イーストコースト・サウス

ＢＣネットワークが開催

http://kiku-ny.com
http://www.shoenrealty.com
http://brooklyntime.net
mailto:tmamoru@msn.com
http://www.startsnewyork.com
https://truetruth.hatenablog.com/
tel:2122136069
https://www.stonybrook.edu/commcms/japan/programs/essay-comp.php
https://bcnetwork.org/
https://www.nipponclub.org
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人

工

知

能(

Ａ

Ｉ)

研
究
の
第
一
人

者
と
し
て
知
ら
れ
る

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ヒ
ン

ト
ン
氏
が
10
年
勤
務

し
た
グ
ー
グ
ル

を
退
社
し
、
メ

デ
ィ
ア
各
社
の

取
材
を
通
じ
て
、

加
速
す
る
Ａ
Ｉ

の
進
化
の
ス
ピ

ー
ド
と
、
そ
れ

が
も
た
ら
す
危
険
性
に
つ

い
て
指
摘
を
続
け
て
い
る
。

5
月
5
日
に
実
施
さ
れ
た

ロ
イ
タ
ー
と
の
取
材
で
は
、

Ａ
Ｉ
が
人
類
に
も
た
ら
す

喫
緊
の
脅
威
は
気
候
変
動

よ
り
も
大
き
い
と
の
考
え

を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
同
氏
の
抱
え
る
危
機

感
が
並
大
抵
な
も
の
で
は

無
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
き
っ
か
け
は
前
回
の
本

コ
ラ
ム
で
も
紹
介
し
た
チ

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
登
場
だ
。
Ａ

Ｉ
技
術
は
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド

で
自
主
学
習
し
な
が
ら
進
化
を

続
け
て
お
り
最
新
版
︵
Ｇ
Ｐ

Ｔ-

４
︶
で
は
画
像
認
識
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
同
氏
は
直

近
の
懸
念
と
し
て
ネ
ッ
ト
中
に

写
真
、
動
画
、
文
字
に
よ
る
偽

情
報
が
氾
濫
し
、
素
人
に
は
情

報
の
真
偽
を
見
分
け
る
こ
と
が

不
可
能
に
な
る
事
を
挙
げ
て
い

る
。
ま
た
、
遠
く
な
い
将
来
に

一
部
の
事
務
職
が
Ａ
Ｉ
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
、
最
終
的
に
は
人
類
が

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
過
程
で
Ａ

Ｉ
に
コ
ー
ド
生
成
だ
け
で
な
く

実
行
ま
で
許
し
て
し
ま
う
こ
と

に
よ
り
、
人
智
の
及
ば
な
い
と

こ
ろ
で
予
想
外
の
動
き
を
し

て
、
制
御
不
可
能
に
陥
る
可
能

性
ま
で
指
摘
し
て
い
る
。

　
今
年
の
３
月
末
に
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
や
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
︵
ア
ッ
プ
ル

の
共
同
設
立
者
︶
を
は
じ
め
と

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
業
界

の
リ
ー
ダ
ー
達
が
連
盟
で

巨
大
Ａ
Ｉ
実
験
の
一
時
停

止
を
求
め
る
書
簡
を
公
開

し
た
。
Ａ
Ｉ
が
社
会
に
与

え
る
リ
ス
ク
に
懸
念
を
表

明
し
、
﹁
Ｇ
Ｐ
Ｔ-

４
よ

り
強
力
な
Ａ
Ｉ
の
開
発
を

少
な
く
と
も
6
か
月
停
止

せ
よ
﹂
と
呼
び
か
け
て
い

る
。
政
治
家
の
中
に
は
何

ら
か
の
規
制
が
必
要
と
法

令
の
整
備
に
着
手
す
る
人

も
出
始
め
て
は
い
る
。
た

だ
、
現
段
階
で
は
具
体
的

な
も
の
は
何
も
見
え
て
き

て
お
ら
ず
、
暗
中
模
索
の

状
態
だ
。

　
一
方
現
実
を
見
る
と
、

こ
れ
だ
け
株
主
重
視
、
利

益
優
先
の
世
の
中
で
、
経
営
効

率
化
や
産
業
革
命
に
さ
え
繋
が

り
そ
う
な
先
端
技
術
の
開
発
を

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
だ

け
の
勇
気
と
モ
ラ
ル
が
経

営
者
達
に
果
た
し
て
残
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

と
考
え
て
し
ま
う
。
人
類

の
リ
ス
ク
回
避
へ
の
道

は
、
そ
れ
次
第
で
有
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

　︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

人類は AI の進化を止められるのか？

　
Ｎ
Ｙ
歴
史
問
題
研
究
会
︵
高

崎
康
裕
会
長
︶
は
４
月
29
日
、

ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
︵
陸
軍
士

官
学
校
︶
特
別
研
修
＆
サ
ン
ド

ハ
ー
ス
ト
競
技
会
応
援
ツ
ア
ー

を
行
い
、約
50
人
が
参
加
し
た
。

終
日
雨
と
い
う
天
候
の
中
、
陸

上
自
衛
隊
派
遣
教
官
に
よ
る
案

内
で
校
内
見
学
と
、
そ
し
て
１

夜
２
日
の
サ
ン
ド
ハ
ー
ス
ト
競

技
会
︵
士
官
学
校
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
呼
ば
れ
、
米
国
内
外
か

ら
48
チ
ー
ム
が
参
加
。
体
力
、

技
術
、
知
力
を
競
う
︶
の
最
終

種
目
︵
障
害
物
越
え
、投
て
き
、

重
量
物
運
搬
、
第
一
線
救
護
︶

を
観
戦
、
日
本
代
表
の
防
衛
大

学
校
チ
ー
ム
を
応
援
し
た
。
降

り
注
ぐ
雨
の
中
、
在
留
邦
人
の

熱
い
声
援
を
受
け
て
防
大
選
抜

チ
ー
ム
は
見
事
に
最
後
の
力
を

振
り
絞
っ
て
ゴ
ー
ル
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
語
ク
ラ
ブ
所
属

士
官
候
補
生
と
の
懇
親
昼
食
会

に
お
い
て
、
同
ク
ラ
ブ
代
表
バ

ド
ウ
ェ
ル
候
補
生
か
ら
日
米
文

化
交
流
活
動
へ
の
在
留
邦
人
の

支
援
に
感
謝
の
意
が
述
べ
ら

Ｎ
Ｙ
歴
史
問
題
研
究
会

ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
を
訪
問

　
ア
メ
リ
カ
社
会
は
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
ほ
ぼ
脱
し
た
と
言
え
る
一

方
で
、
ア
ジ
ア
系
へ
の
ヘ
イ
ト

暴
力
は
依
然
と
し
て
発
生
が
続

い
て
い
る
。
５
月
上
旬
に
は
、

日
本
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事

館
か
ら
地
下
鉄
に
お
け
る
安
全

対
策
の
﹁
注
意
喚
起
﹂
が
さ
れ

た
が
、
３
月
か
ら
４
月
ま
で
の

短
い
期
間
に
も
日
本
人
が
被
害

に
遭
う
ケ
ー
ス
だ
け
で
も
数
回

起
き
て
い
る
。
何
と
も
イ
ヤ
な

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま

泣
き
寝
入
り
す
る
わ
け
に
は
行

か
な
い
。

　
４
つ
の
対
策
を
緊
急
に
提
言

し
た
い
。

　
１
つ
は
、
何
と
し
て
も
検
挙

率
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

暴
力
を
受
け
た
被
害
者
が
実
行

犯
を
追
跡
し
た
り
、
特
徴
を
記

憶
し
て
捜
査
当
局
に
適
切
に
情

報
提
供
を
行
う
と
い
う
の
に
は

限
界
が
あ
る
。
何
と
し
て
も
、

周
囲
の
目
撃
者
に
﹁
見
て
見
ぬ

ふ
り
﹂
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
。

　
そ
の
た
め
、
現
状
に
つ
い
て
、

ア
ジ
ア
系
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
社
会
一
般
に
改
め

て
広
く
情
報
を
共
有
し
、
意
識

を
高
め
る
活
動
が
必
要
だ
。
こ

ん
な
恥
ず
か
し
い
状
況
で
は
、

国
際
観
光
都
市
復
活
な
ど
と
い

う
の
は
夢
の
ま
た
夢
だ
と
い
う

こ
と
を
知
ら
せ
て
、
全
て
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
危
機
感
を
も

っ
て
も
ら
わ
ね
ば
困
る
。

　
２
つ
目
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
仮
説
だ
が
、
マ
ス
ク
、
そ
れ

も
白
い
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ

と
が
衝
動
的
な
犯
行
を
刺
激
し

て
い
な
い
か
、
に
つ
い
て
の
検

証
が
必
要
だ
。
マ
ス
ク
は
﹁
病

者
と
悪
漢
の
象
徴
﹂
と
い
う
誤

っ
た
認
識
が
﹁
ア
ジ
ア
発
の
ウ

ィ
ル
ス
が
自
分
た
ち
の
生
活
を

破
壊
し
た
﹂
と
い
う
一
方
的
な

思
い
込
み
と
重
な
っ
て
衝
動
犯

行
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
仮
説
は
成
り
立
つ
。
仮
に
、

相
当
程
度
の
危
険
因
子
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
共
有
す

べ
き
だ
し
、
仮
に
相
関
関
係
が

﹁
な
い
﹂
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
人
種
差
別
的
な
衝
動
が
強

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
相
関

関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
マ

ス
ク
を
外
せ
と
い
う
の
で
は
な

く
、
全
市
で
﹁
マ
ス
ク
着
用
の

自
由
と
権
利
﹂
を
確
認
す
る
よ

う
に
持
っ
て
ゆ
く
べ
き
だ
。
重

要
な
点
な
の
で
再
調
査
を
強
く

望
み
た
い
。

　
３
点
目
は
、
改
め
て
ア
ジ
ア

系
の
結
束
を
見
せ
る
必
要
だ
。

何
よ
り
も
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の

連
携
は
重
要
だ
。
日
本
、中
国
、

韓
国
に
加
え
て
台
湾
代
表
に
も

加
わ
っ
て
も
ら
い
、
事
件
の
正

確
な
実
数
を
集
計
す
る
こ
と
は

可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
当

局
や
メ
デ
ィ
ア
に
強
く
広
報
活

動
を
要
請
す
る
の
だ
。

　
ま
た
、
直
接
の
被
害
者
だ
け

で
な
く
、
営
業
を
脅
か
さ
れ
た

飲
食
店
や
商
店
な
ど
が
あ
れ

ば
、
結
束
し
て
民
事
訴
訟
を
起

こ
す
な
ど
、
法
的
な
戦
術
に
訴

え
る
こ
と
も
必
要
と
思
わ
れ

る
。
仮
に
、
当
局
の
対
応
に
無

作
為
を
含
む
落
ち
度
が
あ
れ

ば
、
し
っ
か
り
告
発
し
て
権
利

を
主
張
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
。
更

に
言
え
ば
、
ア
ジ
ア
系
と
し
て

地
下
鉄
を
恐
れ
、
避
け
る
だ
け

で
は
弱
み
を
見
せ
る
こ
と
に
な

る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
と
Ｍ
Ｔ
Ａ
に
厳

戒
態
勢
を
敷
い
て
も
ら
う
代
わ

り
に
﹁
ア
ジ
ア
系
に
よ
る
地
下

鉄
一
斉
乗
車
運
動
﹂
の
日
な
ど

を
設
け
て
、
人
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
存
在
感
を
示
威
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
４
点
目
は
、
幅
広
い
啓
蒙
活

動
だ
。
多
く
の
事
件
が
衝
動
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
害
者
像

と
し
て
は
、﹁
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
有
色
人
種
の
貧
困
層
﹂﹁
ニ

ュ
ー
ス
情
報
に
は
リ
ー
チ
し
な

い
層
﹂﹁
少
な
い
情
報
か
ら
思

い
込
み
を
し
て
し
ま
う
層
﹂﹁
麻

薬
使
用
や
精
神
疾
患
な
ど
で
判

断
力
の
低
下
し
て
い
る
層
﹂
と

い
っ
た
像
が
浮
か
ん
で
来
る
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
自
衛
す
る

し
か
な
い
と
い
う
の
で
は
消
極

的
だ
。
こ
の
種
の
潜
在
加
害
者

層
に
も
訴
え
る
た
め
の
方
策
も

あ
り
得
る
と
思
う
。

　
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
コ
ロ

ナ
禍
の
初
期
に
﹁
武
漢
ウ
イ
ル

ス
﹂
と
か
﹁
中
国
ウ
ィ
ル
ス
﹂

な
ど
と
い
う
無
責
任
で
差
別
的

な
言
動
を
繰
り
返
し
た
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
本
人
に
登
場

願
う
こ
と
だ
。
何
よ
り
も
﹁
本

人
﹂
の
口
か
ら
、﹁
ア
ジ
ア
系

へ
の
ヘ
イ
ト
は
誤
り
﹂
だ
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
出
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
故
安
倍

晋
三
氏
に
は
多
く
の
借
り
の
あ

る
同
氏
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

ぐ
ら
い
は
当
然
だ
ろ
う
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
け
で
な
く
、

ア
フ
リ
カ
系
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

系
、
あ
る
い
は
保
守
系
白
人
の

歌
手
、
芸
人
、
俳
優
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
な
ど
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム

に
も
登
場
願
い
た
い
。
彼
ら

が
、
ア
ジ
ア
系
の
著
名
人
と
抱

き
合
い
、肩
を
組
む
姿
を
見
せ
、

そ
こ
に
ア
フ
リ
カ
系
の
ア
ダ
ム

ス
市
長
、
白
人
の
ホ
ー
ク
ル
知

事
、
保
守
系
の
パ
タ
キ
元
知
事

や
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
元
市
長
な
ど

も
一
緒
に
な
っ
て
、
ア
ジ
ア
系

ヘ
イ
ト
を
撲
滅
す
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
際
に
は
、
マ
ス
ク
に
関
す

る
﹁
着
用
の
自
由
と
権
利
﹂
と

い
う
こ
と
の
発
信
も
お
願
い
し

た
い
。
過
去
50
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
い
う
街
に
対
し
て
東
ア

ジ
ア
諸
国
が
行
っ
た
経
済
貢
献

を
考
え
れ
ば
、
当
然
過
ぎ
る
ぐ

ら
い
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
と
に
か
く
、
現
状
に
屈
す
る

こ
と
も
、
ま
た
黙
っ
て
ス
ル
ー

す
る
こ
と
も
適
切
で
は
な
い
。

こ
の
恥
ず
か
し
い
状
態
を
改
善

す
る
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

関
わ
る
全
て
の
人
の
義
務
で
あ

る
と
考
え
る
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

﹁
ア
ジ
ア
系
へ
の
暴
力
に
は
泣
き
寝
入
り
す
る
な
﹂

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

れ
、
ま
た
派
遣
教
官
か
ら
は
日

米
協
力
関
係
、
サ
ン
ド
ハ
ー
ス

ト
競
技
会
等
に
関
す
る
説
明
を

受
け
、
参
加
者
は
充
実
し
た
ツ

ア
ー
を
満
喫
し
た
。

イブラ音楽財団
カーネギーホールで公演

ゴール後、在留邦人応援に対し整列する防大チーム

地
下
鉄
ホ
ー
ム
レ
ス
死
亡
事
件

　
イ
ブ
ラ
音
楽
財
団
主
催
の

２
０
２
３
年
度
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ア
ワ
ー
ド
音
楽
会
が
９
日
夜
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
同
財
団
は
１
９
９
０
年

に
デ
ヴ
ィ
・
ス
カ
ル
ノ
氏
を
名

誉
会
長
に
、
イ
タ
リ
ア
人
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
サ
ル
バ
ト
ー
レ
・
モ

ル
テ
ィ
サ
ン
テ
ィ
氏
に
よ
っ

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
創
設

さ
れ
た
。
同
財
団
は
、
年
齢 

・

音
楽
大
学
卒
業
や
有
名
教
援
の

推
薦
状
な
ど
を
問
わ
ず
、
ま
た

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
機
会
を

得
ら
れ
な
い
才
能
溢
れ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
発
掘
・
育
成
・
ア

シ
ス
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
作

ら
れ
た
。
毎
年
6
月
末
か
ら
7

月
初
頭
に
か
け
て
、
シ
チ
リ
ア

島
の
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
古

都
イ
ブ
ラ
に
於
い
て
、
２
０
０

人
程
の
コ
ン
テ
ス
タ
ン
ト
が
世

界
中
か
ら
集
ま
り
、
2
週
間
に

渡
っ
て
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す

る
。﹁
イ
ブ
ラ
・
グ
ラ
ン
ド
・

プ
ラ
イ
ズ
﹂
を
与
え
ら
れ
た
優

勝
者
と
入
選
者
に
は
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
、
リ
ン
カ
ー
ン
・

セ
ン
タ
ー
、国
連
の
ダ
グ
ラ
ス
・

ハ
マ
ー
シ
ョ
ー
ド
ル
・
ホ
ー
ル
、

Ｎ
Ｙ
の
カ
サ
・
イ
タ
リ
ア
大
学

な
ど
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
機
会

と
、
奨
学
金
に
相
応
す
る
応
援

を
し
て
い
る
。

　
今
回
日
本
か
ら
招
待
さ
れ
て

舞
台
に
立
っ
た
の
は
、
ギ
タ
リ

ス
ト
の
岩
松
知
宏
さ
ん
︵
34
︶、

バ
ス
ー
ン
奏
者
の
宮
崎
航
大
さ

ん
︵
23
︶、
バ
ス
の
杉
尾
真
吾

さ
ん
︵
32
︶、
チ
ェ
ロ
奏
者
の

渡
邉
伶
音
さ
ん
︵
14
︶
の
４
人
。

デ
ヴ
ィ
夫
人
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
、
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
青
木
恵
子
さ
ん
も

会
場
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
駆
け

つ
け
、
旧
交
を
温
め
な
が
ら
共

に
音
楽
会
を
盛
り
上
げ
た
。
参

加
者
た
ち
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
そ
の
も
の
と
も
い
え

る
社
交
界
や
音
楽
関
係
者
ら
の

前
で
思
い
切
り
歌
や
演
奏
を
披

露
で
き
た
こ
と
に
大
満
足
の
笑

顔
を
見
せ
て
い
た
。

デヴィ・スカルノさんが名誉会長

カーネギーホールのコンサート後、五番街のユニバーシティークラブで開
かれたディナーで青木恵子さん、出演者らと歓談するデヴィ夫人（中央）

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
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自
分
の
意
志
と
無
関
係
に
国

籍
を
は
く
奪
さ
れ
る
こ
と
は
も

う
終
わ
り
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
弁
護
団
の
近
藤
博
徳
弁
護

士
が
、
５
月
１
日
付
け
で
国
籍

は
く
奪
条
項
違
憲
訴
訟
の
支
援

の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
た
。
サ
イ

ト
内
に
あ
る
基
本
情
報
で
は

次
々
と
矛
盾
点
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
国
籍
法
11
条
１
項
の

問
題
点
に
つ
い
て
の
説
明
や
、

訴
訟
資
料
、
進
捗
、
期
日
予

定
、
支
援
者
の
声
、
掲
示
板
な

ど
今
後
も
情
報
を
加
え
て
い
く

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
資

金
の
使
途
に
つ
い
て
は
訴
訟
裁

判
継
続
中
の
弁
護
団
の
活
動
費

用
に
充
て
、
余
剰
が
あ
っ
た
場

合
に
は
弁
護
士
費
用
に
充
て
る

と
の
趣
旨
が
あ
る
。﹁
近
藤
ユ

リ
さ
ん
を
原
告
と
す
る
福
岡
地

裁
で
の
裁
判
と
、
こ
の
た
び
新

た
に
東
京
地
裁
に
提
訴
さ
れ
た

裁
判
に
つ
い
て
、
支
援
の
た
め

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
﹂
と
し
て
い
る
。
目
標
額
は

２
０
０
万
円
。
５
月
５
日
現
在

12
万
８
０
０
０
円
、
目
標
金
額

の
６
％
が
集
ま
っ
て
い
る
。

二
重
国
籍
問
題
の
違
憲
訴
訟

弁
護
団
が
ク
ラ
ウ
ド
基
金
設
置

詳細と支援はウェブサイト 

https://www.call4.jp/info.php?-
type=items&id=I0000106
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第
20
回
目
を
迎
え
る
今
回
の

﹁
統
一
地
方
選
挙
﹂
が
４
月
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
で

は
、
昨
年
秋
の
臨
時
国
会
に
お

い
て
成
立
し
た
﹁
地
方
公
共
団

体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選

挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
法
律
﹂
に
基
づ
き
、
原
則
と

し
て
本
年
３
月
１
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
の
間
に
任
期
が
満
了

と
な
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
と
首
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
投
票
率
は
、
過
去
最
低
で
平

均
で
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
切
り
ま

し
た
。
ま
た
対
抗
馬
な
ど
が
な

く
て
無
投
票
の
地
域
も
約
３

割
。﹁
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の

か
な
あ
﹂
と
、
何
か
虚
し
く
な

り
ま
す
。
選
挙
に
行
か
な
い
理

由
は
、﹁
誰
に
入
れ
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
﹂﹁
ど
う
せ

何
も
変
わ
ら
な
い
﹂。
諦
め
ム

ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
も

っ
と
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
。

　
ひ
ど
い
人
に
な
る
と
、﹁
選

挙
、
い
つ
の
間
に
終
わ
っ
た

の
？
﹂
と
、
選
挙
の
日
も
知
ら

な
い
人
が
い
ま
す
。ち
ょ
っ
と
、

ア
メ
リ
カ
で
は
考
え
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
社

会
保
険
料
も
値
上
が
り
す
る
み

た
い
だ
し
、
食
糧
危
機
で
﹁
昆

虫
食
﹂
の
話
題
が
出
て
く
る
し

何
か
お
か
し
い
。
普
通
に
考
え

た
ら
、
コ
オ
ロ
ギ
を
食
べ
る
よ

り
、
日
本
の
農
家
を
守
る
こ
と

や
、
農
家
が
楽
に
な
る
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
は

ず
。
も
っ
と
も
、
わ
た
し
ひ
と

り
が
騒
い
で
も
無
視
さ
れ
る
だ

け
な
ん
で
、
な
ん
と
か
、
楽
し

く
﹁
政
治
に
無
関
心
で
も
無
関

係
で
い
ら
れ
な
い
﹂
を
伝
え
た

い
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
検
死
局

は
５
月
３
日
、
地
下
鉄
の
車
両

内
で
元
海
兵
隊
の
男
性
に
取
り

押
さ
え
ら
れ
死
亡
し
た
ジ
ョ
ー

ダ
ン
・
ニ
ー
リ
ー
さ
ん
︵
30
︶

の
死
因
は
首
へ
の
圧
迫
に
よ
る

も
の
で
殺
人
だ
と
発
表
し
た
。

殺
人
と
裁
定
さ
れ
た
が
故
意
や

過
失
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
地
方
検
事
局
は
調
査
中
と

し
て
い
る
。
８
日
時
点
で
元
海

兵
隊
の
男
性
は
逮
捕
さ
れ
て
い

な
い
。

　
事
件
は
５
月
１
日
午
後
２
時

30
分
頃
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
・

ラ
フ
ィ
エ
ッ
ト
駅
に
向
か
う
地

下
鉄
Ｆ
線
北
行
き
の
車
両
内
で

起
き
た
。
目
撃
者
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
投
稿
さ
れ
た
ビ

デ
オ
な
ど
に
よ
る
と
、
ニ
ー
リ

ー
さ
ん
は
﹁
食
べ
物
も
飲
み
物

も
な
い
、
刑
務
所
で
終
身
刑
を

受
け
る
こ
と
を
気
に
し
な
い
﹂

﹁
死
ぬ
準
備
が
で
き
て
い
る
﹂

と
叫
ん
で
い
た
。
乗
り
合
わ
せ

た
乗
客
の
多
く
は
駅
に
着
く
と

一
斉
に
逃
げ
出
し
た
が
、
う
ち

男
性
数
人
が
ニ
ー
リ
ー
さ
ん
の

取
り
押
さ
え
に
か
か
っ
た
。
こ

の
時
、
元
海
兵
隊
員
の
ダ
ニ
エ

ル
・
ペ
ニ
ー
さ
ん
︵
24
︶
が
ニ

ー
リ
ー
さ
ん
の
首
を
絞
め
、
別

の
男
性
が
腕
を
押
さ
え
た
。
警

察
が
駆
け
つ
け
、
ニ
ー
リ
ー
さ

ん
は
レ
ノ
ッ
ク
ス
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
が
、
死
亡
が
確
認
さ
れ

た
。
ペ
ニ
ー
さ
ん
は
警
察
に
事

情
聴
取
さ
れ
た
が
逮
捕
さ
れ

ず
、
帰
宅
し
た
。

　
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
・
ラ
フ
ィ

エ
ッ
ト
駅
で
は
３
日
、
ニ
ー
リ

ー
さ
ん
の
追
悼
集
会
が
行
わ
れ

た
。
黒
人
の
ニ
ー
リ
ー
さ
ん
は

地
下
鉄
で
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
の
物
真
似
を
す
る
大
道
芸

人
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
も
人
気
の
ダ
ン
サ
ー
だ
っ
た

と
い
う
。
一
方
で
ニ
ー
リ
ー
さ

ん
は
過
去
、
少
額
の
窃
盗
や
改

札
を
飛
び
越
え
る
行
為
や
女
性

へ
の
暴
力
な
ど
で
40
回
以
上
の

逮
捕
歴
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス

に
な
っ
て
い
た
。
精
神
疾
患
を

患
っ
て
お
り
、
父
親
の
話
に
よ

れ
ば
幼
い
頃
に
母
親
を
殺
さ
れ

た
こ
と
が
ず
っ
と
精
神
的
ト
ラ

ウ
マ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
３
日
、﹁
人
命
が
失
わ

れ
た
の
は
悲
劇
だ
。
た
だ
何
が

起
き
た
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、
こ
こ

で
は
コ
メ
ン
ト
を
控
え
る
﹂
と

し
つ
つ
、﹁
深
刻
な
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
問
題
が
発
生
し
て
い

る
、
必
要
と
し
て
い
る
人
に
ケ

ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
﹂
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。

　
市
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ラ
ン
ダ
ー

会
計
監
査
官
は
﹁
精
神
障
害
者

が
自
警
団
員
に
よ
っ
て
首
を
絞

め
ら
れ
て
死
に
至
る
よ
う
な
都

市
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も

し
く
は
殺
人
者
が
正
当
化
さ

れ
、
応
援
さ
れ
る
よ
う
な
場
所

に
は
﹂
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ツ
イ

ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ア
ダ

ム
ス
市
長
は
﹁
捜
査
が
進
行
中

で
あ
り
、
無
責
任
だ
﹂
と
批
判

し
た
。

　
ダ
ニ
エ
ル
・
ペ
ニ
ー
さ
ん
の

弁
護
士
は
、﹁
ダ
ニ
エ
ル
は
ニ

ー
リ
ー
氏
に
危
害
を
加
え
る
つ

も
り
は
な
く
、
彼
の
早
す
ぎ
る

死
を
予
見
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

 事件があったブロードウエー・ラフィエット地下鉄駅（写真・中村恵理）

検察局は殺人と断定
地
下
鉄
ホ
ー
ム
レ
ス
死
亡
事
件

実
行
者
逮
捕
さ
れ
ず

統
一
地
方
選
挙

　
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
は
、
地

下
鉄
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
駅
構
内
で
の
安
全
対
策

と
し
て
駅
構
内
を
移
動
す
る
際

や
ホ
ー
ム
に
立
つ
と
き
は
、
イ

ヤ
ホ
ン
を
外
す
。
携
帯
電
話
の

使
用
は
、
常
に
背
後
の
安
全
を

意
識
す
る
。
切
符
を
買
う
場
合

は
周
囲
に
注
意
す
る
。
事
前
に

メ
ト
ロ
カ
ー
ド
を
用
意
し
、
素

早
く
改
札
を
通
過
で
き
る
よ
う

に
す
る
。装
飾
品
に
気
を
つ
け
、

目
立
つ
行
動
を
し
な
い
、
な
ど

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

http://www.rostamilaw.com
http://myriverside.net/home
http://jch-tomo.org/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.hondag.com
https://japanvillage.com/
https://shopnyseikatsu.com/
https://www.call4.jp/info.php?-type=items&id=I0000106
https://www.call4.jp/info.php?-type=items&id=I0000106


2023 年（令和 5 年）5 月13 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ローカル経済］　　(8  )

　
非
営
利
団
体
ノ
ー
・
キ
ッ

ズ
・
ハ
ン
グ
リ
ー
は
こ
の
ほ
ど
、

イ
ン
フ
レ
や
食
料
援
助
の
失
効

が
原
因
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

の
約
４
分
の
３
が
昨
年
よ
り
も

食
料
品
の
購
入
に
苦
悩
し
て
い

る
、
と
い
う
調
査
結
果
を
公
表

し
た
。 

　
主
に
子
ど
も
の
食
糧
支
援
を

行
う
同
団
体
は
世
論
調
査
会
社

チ
ェ
ン
ジ
・
リ
サ
ー
チ
に
依
頼

し
、
４
月
初
旬
に
Ｎ
Ｙ
州
在
住

者
１
１
８
９
人
を
対
象
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
﹁
食
糧
品
の
購

入
﹂
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。
73
％
は
﹁
１
年

前
と
比
べ
て
も
っ
と
苦
悩
し
て

い
る
﹂、
59
％
は
﹁
気
が
重
く
、

ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
る
﹂と
回
答
し
て
い
る
。

同
団
体
Ｎ
Ｙ
支
部
代
表
の
レ
イ

チ
ェ
ル
・
サ
ベ
ー
ラ
氏
は
﹁
子

ど
も
の
食
事
の
皿
に
乗
せ
る
量

を
減
ら
し
た
り
、
自
身
の
食
事

を
抜
く
保
護
者
た
ち
が
い
る
。

都
市
部
や
郊
外
に
限
ら
ず
、
食

糧
難
は
多
く
の
家
庭
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
﹂
と
話
し
て
い

る
。 

　
Ｎ
Ｙ
州
の
ト
ー
マ
ス
・
デ
ィ

ナ
ポ
リ
会
計
監
査
官
に
よ
る

と
、
同
州
の
食
糧
不
安
率
は
補

充
的
栄
養
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

︵
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
、
旧
フ
ー
ド
ス
タ

ン
プ
︶
の
効
果
で
２
０
０
８
〜

10
年
と
17
〜
19
年
間
で
16
％
以

上
減
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
開
始
を

挟
ん
だ
17
〜
19
年
と
19
〜
21
年

で
は
さ
ら
に
５
％
減
少
し
た
。

22
年
12
月
時
点
で
約
２
９
０
万

人
の
Ｎ
Ｙ
州
在
住
者
が
Ｓ
Ｎ
Ａ

Ｐ
の
援
助
を
受
け
て
い
た
が
、

今
年
３
月
１
日
以
降
、
コ
ロ
ナ

禍
の
緊
急
援
助
は
終
了
し
、
今

年
10
月
に
は
女
性
、
幼
児
、
子

供
を
対
象
に
し
た
援
助
も
終
了

す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
食
糧
不

安
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ

州
議
会
は
４
月
末
、
Ｎ
Ｙ
市
の

最
低
賃
15
ド
ル
か
ら
17
ド
ル

に
引
き
上
げ
、
学
生
を
対
象

に
し
た
無
料
の
食
事
提
供
に

１
億
３
４
０
０
万
ド
ル
を
確
保

す
る
予
算
案
を
合
意
し
た
。

Ｎ
Ｙ
州
で
食
料
品
の
値
段 

73
％
が
﹁
高
す
ぎ
る
！
﹂ 

　
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
に

閉
店
し
た
老
舗
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
デ
パ
ー
ト
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

21
旗
艦
店
︵
コ
ー
ト
ラ
ン
ド
・

ス
ト
リ
ー
ト
22
番
地
︶
が
、
今

月
16
日
に
営
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ

た
。 

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ン
ド

も
格
安
で
購
入
で
き
る
こ
と
で

人
気
の
同
社
は
、
１
９
６
１
年

に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
創
業
し
、

Ｎ
Ｙ
ほ
か
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
、
フ
ロ

リ
ダ
州
で
全
13
店
舗
を
展
開
し

て
い
た
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

影
響
で
倒
産
を
申
請
し
、
本
店

を
含
む
全
店
舗
を
閉
店
し
た
。

そ
の
後
、
同
社
を
経
営
す
る
ジ

ン
デ
ィ
家
は
、
破
綻
申
請
後
の

わ
ず
か
数
か
月
に
同
事
業
を

９
０
０
万
ド
ル
で
買
い
戻
し
、

昨
年
に
本
店
の
再
開
を
発
表
し

た
。
同
社
は
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ス

タ
ジ
ア
ム
で
小
売
店
や
飲
食
店

を
運
営
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

企
業
の
レ
ジ
ェ
ン
ズ
と
再
開
に

向
け
た
事
業
の
契
約
を
結
ん

だ
。

　
日
本
の
女
性
起
業
家
が
手

掛
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
商

品
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に

紹
介
し
、
米
国
展
開
の
足
が

か
り
と
し
て
も
ら
う
展
示

会
﹁F

em
ale Startu

ps - 
Japan to B

rooklyn 

﹂︵
ス

ク
エ
ア
ア
ッ
プ
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ラ
ボ
﹃
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
﹄

共
催
︶
が
　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｌ(

７
番
通
３
０
０
番

地
︶
で
６
月
30
日
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
同
展
は
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
通
し
て
活
躍
す
る
日

本
の
女
性
起
業
家
を
支
援
し
、

よ
り
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る

の
が
開
催
目
的
。
ス
ク
エ
ア
ア

ッ
プ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は

日
系
企
業
の
米
国
進
出
の
コ
ン

サ
ル
事
業
及
び
、
長
年
に
渡
り

日
本
の
女
性
起
業
家
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
。
出
展
企
業
全
26

社
の
詳
細
は
下
記
の
サ
イ
ト
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
が
復
活 

本
店
が
今
月
再
オ
ー
プ
ン

　
五
番
街
と
57
丁
目
に
あ
る
テ

ィ
フ
ァ
ニ
ー
本
店
︵
五
番
街

７
２
７
番
地
︶
は
４
月
27
日
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
祝

し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は

米
歌
手
の
ケ
イ
テ
ィ
ー
・
ペ
リ

ー
や
フ
ァ
レ
ル
、
Ｂ
Ｔ
Ｓ
の
ジ

ミ
ン
、
日
本
人
で
は
女
優
の
三

吉
彩
花
や
渡
辺
直
美
な
ど
、
世

界
中
か
ら
錚
々
た
る
セ
レ
ブ
リ

テ
ィ
が
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
を
ま
と
っ
て
来
場
し

た
。
１
９
４
０
年
の
五
番
街
移

転
以
来
初
と
な
る
全
面
改
装

で
、
同
店
舗
は
﹁
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
。
３
階

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ロ
ア
か
ら
８
階

ま
で
を
繋
ぐ
螺
旋
階
段
に
は
ロ

ッ
ク
ク
リ
ス
タ
ル
素
材
が
使
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
で
朝
食
が
で
き
る
﹁
ブ
ル

ー
ボ
ッ
ク
ス
カ
フ
ェ
・
バ
イ
・

ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
﹂
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
︵
近
日
中
に

予
約
受
け
付
け
を
開
始
︶、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ダ
イ
ニ
ン
グ
エ
リ

ア
や
ア
ー
ト
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
あ
る
バ
ー
も
併
設
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
新
た
な
名
所
と

な
り
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
今
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
︵
Ｗ
Ｂ
Ｃ
︶
で
贈

呈
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ト
ロ

フ
ィ
ー
は
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
に
よ

る
も
の
。
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
は
優

勝
し
た
侍
ジ
ャ
パ
ン
こ
と
日
本

代
表
チ
ー
ム
を
讃
え
て
、
大
谷

翔
平
選
手
が
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
抱

え
た
写
真
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
掲
載
し
て
祝
っ
た
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら

楽しい
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マ
テ
ル
社
は
米
国
の
慈
善
団

体
や
医
療
専
門
家
と
協
力
し
、

﹁
最
も
多
様
で
包
括
的
な
ド
ー

ル
ラ
イ
ン
﹂
の
一
部
と
し
て
ダ

ウ
ン
症
の
バ
ー
ビ
ー
人
形
を
発

売
す
る
と
発
表
し
た
。
マ
テ
ル

社
で
は
、﹁
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
バ
ー
ビ
ー
の
中
に
自
分

自
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
﹂
た
め
に
、
こ
の
人

形
を
発
売
し
よ
う
と
考
え
た
と

述
べ
て
い
る
。
同
社
は
、
こ
の

製
品
を
市
場
に
送
り
出
す
た
め

に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
ダ
ウ
ン

症
協
会
︵
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
︶
と
提
携

し
た
。
こ
の
動
き
は
慈
善
団
体

か
ら
も
歓
迎
さ
れ
、
英
国
ダ
ウ

ン
症
協
会
の
最
高
責
任
者
で
あ

る
キ
ャ
ロ
ル
・
ボ
ー
イ
ズ
氏
は

﹁ 

私
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

子
供
た
ち
は
、
自
分
を
象
徴
す

る
人
形
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
に

義
足
の
バ
ー
ビ
ー
、
車
椅
子
を

使
う
バ
ー
ビ
ー
、
細
く
て
筋
肉

質
で
な
い
男
性
の
人
形
も
発
売

し
て
い
る
。

ダウン症のバービー人形
マテル社が発売へ

多様性路線の一環で

日本女性の
起業家応援
ブルックリンで展示会

【全 26 社のオンラインギャラリー】

https://gallery.brooklynbbfl .com/202305femalestartups-2/

https://goshikiprinting.com/
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
tel:9175773969
http://kkobo.com/
https://gallery.brooklynbbfl
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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 New Jersey
　
３
月
に
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で

の
日
本
優
勝
や
日
本
人
大
リ
ー

ガ
ー
の
活
躍
で
野
球
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
が
、
米
国
野
球
の

頂
点
で
あ
る
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

以
外
に
も
、
ア
メ
リ
カ
に
は
３

Ａ
か
ら
１
Ａ
の
マ
イ
ナ
ー
リ
ー

グ
球
団
や
、
傘
下
に
属
し
な
い

独
立
リ
ー
グ
球
団
が
無
数
に
存

在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
し
て
い
る
。

　
今
週
末
に
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕

す
る
独
立
リ
ー
グ
﹁
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
グ
﹂
に
は
、
日
本
人

が
多
く
住
む
Ｎ
Ｊ
州
北
部
に
チ

ー
ム
が
２
つ
あ
る
。
リ
ト
ル
フ

ォ
ー
ル
ズ
の
ヨ
ギ
ベ
ラ
・
ス
タ

ジ
ア
ム
を
本
拠
地
と
す
る
﹁
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ジ
ャ
ッ
カ

ル
ズ
﹂
と
、
オ
ー
ガ
ス
タ
の
ス

カ
イ
ラ
ン
ズ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
を

本
拠
地
と
す
る
﹁
サ
セ
ッ
ク
ス

カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
ズ
﹂

だ
。両
チ
ー
ム
は
２
０
１
９
年
、

日
本
の
独
立
リ
ー
グ
﹁
四
国
ア

イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
・
プ
ラ
ス
﹂

４
球
団
か
ら
の
選
抜
メ
ン
バ
ー

が
北
米
遠
征
し
た
際
に
対
戦
相

手
と
な
っ
た
こ
と
で
、
在
Ｎ
Ｊ

日
本
人
社
会
で
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
両
チ
ー
ム
は
、
独
立
リ
ー
グ

と
は
い
え
、
数
千
人
の
観
客
を

収
容
で
き
る
立
派
な
球
場
を
も

ち
、
週
末
の
試
合
は
常
に
満
席

に
近
い
フ
ァ
ン
で
賑
わ
う
。
関

連
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
コ
ラ
ボ

ナ
イ
ト
や
試
合
後
の
花
火
大
会

な
ど
、
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
イ

ベ
ン
ト
企
画
も
充
実
。
球
団
グ

ッ
ズ
も
品
揃
え
が
豊
富
で
お
土

産
に
も
な
る
。
入
場
料
や
食
事

も
大
リ
ー
グ
の
球
場
よ
り
格
段

に
安
く
、
野
球
観
戦
を
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
お

勧
め
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
大
リ
ー
グ
の
よ
う

に
有
名
選
手
の
活
躍
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で

も
活
躍
し
た
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
守
護
神
、
湯
浅
京
己
投
手
は

日
本
の
独
立
リ
ー
グ
出
身
だ

し
、
同
じ
く
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

で
今
季
ブ
レ
ー
ク
中
の
石
井
大

智
投
手
は
、
先
述
の
四
国
ア
イ

ラ
ン
ド
リ
ー
グ
北
米
遠
征
の
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
。
日
米
で
独
立

リ
ー
グ
所
属
選
手
の
レ
ベ
ル
は

上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、﹁
未

来
の
大
リ
ー
グ
ス
タ
ー
﹂
を
発

掘
す
る
と
い
う
楽
し
み
方
も
で

き
る
か
も
？

独
立
リ
ー
グ
野
球
シ
ー
ズ
ン
開
幕

Ｎ
Ｊ
の
２
チ
ー
ム
を
応
援
し
よ
う
！

・ニュージャージー・ジャッカルズ：　

https://jackals.com

・サセックスカウンティー・マイナーズ：　

http://sussexcountyminers.com

■ Beer BBQ Bacon 
Showdown
Mennen  Arena  F ie ld :  161 
Hanover Ave., Morris Plains
5/20（土）12:00pm - 5:00pm
入 場 の み $20、 飲 食 付 $60、
VIP$90
　ＮＪの地ビール醸造所が一堂
に集結。人気のグルメシェフが
作るＢＢＱとのマリアージュ。　
njbeerbbqfest.com

■ Brew By the Bay
Seafarer: 1 Atlantic Street, 
Highlands
5/13（土）12:00pm - 5pm
参加費$40（テイスティング付）、
追加試飲は一杯 $3

　ＮＪの地ビールの数々を試
飲。食べ物や音楽も楽しむ。
www.highlandsnj.com

■ New Jersey Seafood 
Festival
Silver Lake Park: 5th and Ocean 
Ave., Belmar
5/19（金）4:00pm-8:00pm、20

（土）12:00pm-8:00pm、21（日）
12:00pm-6:00pm
入場無料　（食費は別途個別に）

　数々の美味しいシーフード料
理とライブ音楽を楽しむ。
belmar.com

■ Jersey Shore Food Truck 
Festival
Monmouth Park Racetrack: 175 
Oceanport Ave., Oceanport
5/27（土）、28（日）、29（月）
入場料 $6　（駐車場無料、食費
は別途個別に）
　30 台以上のフードトラックが
集結。美味しいグルメと家族で
楽しめるイベント。日曜は競馬
もあり。
www.monmouthpark.com

　５月に入り徐々に暖かくなってきたＮＪでは、毎週末、各地で
数多くの「食」をテーマにしたフェスティバルが開催される。そ
の一部をご紹介する。

食欲の初夏？各地で食の祭典続々と

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://tawaramart.com/
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
https://jackals.com
http://sussexcountyminers.com
http://www.monmouthpark.com
http://www.highlandsnj.com
njbeerbbqfest.com
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 BOOKS
　
日
本
初
の
﹁
女
子
英
学
塾
﹂
、

現
在
の
津
田
塾
大
学
の
創
設
物

語
。
昨
今
、
持
続
可
能
な
社
会

作
り
と
し
て SD

G
s 

目
標
の

一
つ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
女

性
の
社
会
的
な
地
位
向
上
が
謳

わ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
、
日
本

に
﹁
津
田
塾
大
学
﹂
を
創
設
し

た
梅
子
の
熱
意
と
、
梅
子
が
伝

え
た
か
っ
た
日
本
女
性
の
社
会

的
生
き
方
を
見
直
す
時
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
著
は
、
日
本

に
﹁
津
田
塾
大
学
﹂
の
創
設
を

決
意
し
た
津
田
梅
子
の
日
本
と

米
国
を
ま
た
に
か
け
た
壮
大
な

物
語
で
あ
る
。

　﹁
梅
子
は
、
米
国
と
英
国
で

学
ん
だ
女
子
教
育
に
、
日
本
の

伝
統
や
道
徳
な
ど
を
率
先
し

て
取
り
入
れ
た
。
そ
れ
は
﹁all-

round w
om

en

﹂︵
完
き
女
性
︶ 

偏
ら
な
い
生
き
方
の
女
性
と
な

る
た
め
で
あ
る
。
西
洋
と
東
洋

の
み
ご
と
な
融
合
で
あ
る
﹂︵
本

文
よ
り
︶

　
明
治
４
年
、
岩
倉
使
節
団
に

随
行
し
た
﹁
官
費
米
国
女
子
留

学
生
第
１
号
﹂
の
５
人
の
少
女

は
横
浜
港
か
ら
出
港
す
る
。
14

歳
が
２
人
、11
歳
の
山
川
捨
松
、

８
歳
の
永
井
繁
子
、
そ
し
て
６

歳
の
津
田
梅
子
で
あ
っ
た
。
14

歳
の
ふ
た
り
は
半
年
で
体
調
を

崩
し
て
帰
国
す
る
が
、
捨
松
、

繁
子
、
梅
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
米

国
東
海
岸
の
親
日
家
の
家
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、
11
年
間

の
米
国
の
近
代
女
子
教
育
を
受

け
る
。

　
米
国
で
も
、
女
子
に
は
大
学

進
学
の
道
は
狭
い
な
が
ら
、
捨

松
、
繁
子
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
名
門
女
子
大
学
﹁
バ
ッ
サ

ー
大
学
﹂
に
進
み
優
秀
な
成
績

で
卒
業
す
る
。
日
本
人
で
あ
り

な
が
ら
、
ふ
た
り
の
優
秀
さ
に

は
驚
か
さ
れ
る
。

　
梅
子
は
親
日
家
で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
ラ
ン

マ
ン
氏
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

て
、
青
春
を
謳
歌
す
る
。
詩
人

の
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
と
会
っ
た

事
で
、
梅
子
の
詩
に
対
す
る
思

い
は
深
く
な
る
。

　
日
本
で
は
、
藩
校
や
寺
子
屋

で
学
ぶ
時
代
に
数
学
、
物
理

学
、
天
文
学
、
フ
ラ
ン
ス
語
な

ど
を
学
ん
で
い
た
と
は
驚
き
で

あ
る
。
３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も
家
族
に
愛

さ
れ
、
米
国
生
活
に
馴
染
ん
で

い
く
。
３
人
は
武
士
の
娘
で
あ

り
、
幼
児
期
の
家
の
躾
を
感
じ

さ
せ
る
描
写
は
、
筆
者
の
想
い

を
感
じ
さ
せ
る
。

　
11
年
間
の
米
国
か
ら
帰
国
も

近
い
年
に
、
繁
子
は
一
足
先
に

バ
ッ
サ
ー
大
学
の
音
楽
科
を
卒

業
す
る
。
卒
業
式
の
後
に
、
バ

ッ
サ
ー
大
学
の
ほ
と
り
を
流
れ

る
ハ
ド
ソ
ン
河
の
河
下
り
を
す

る
。
そ
の
時
に
３
人
で
誓
っ
た

﹁
帰
国
し
た
ら
、
日
本
の
女
子

の
た
め
に
学
校
を
創
る
﹂
こ
の

﹃
ハ
ド
ソ
ン
河
の
約
束
﹄
が
実

現
す
る
の
は
、
明
治
33
年
で
あ

る
か
ら
驚
き
で
あ
る
。
学
校
の

名
前
は
﹁
女
子
英
学
塾
﹂
現
在

の
津
田
塾
大
学
で
あ
る
。

　
梅
子
は
７
歳
か
ら
11
年
の
米

国
留
学
で
、
日
本
に
帰
国
し
た

時
は
全
く
日
本
語
を
忘
れ
て
し

ま
う
。
津
田
家
で
の
日
常
生
活

は
父
親
の
津
田
仙
、
姉
の
琴
子

が
通
訳
を
し
た
。
米
国
で
も
異

邦
人
、
日
本
で
も
異
邦
人
と
し

て
の
梅
子
の
苦
痛
。
し
か
し
持

前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
乗
り

切
る
、
帰
国
後
に
結
婚
を
し
た

親
友
の
捨
松
、
繁
子
も
３
人
で

誓
っ
た﹃
ハ
ド
ソ
ン
河
の
約
束
﹄

は
忘
れ
な
い
。

　
梅
子
の
交
流
関
係
に
は
、
新

島
襄
、
伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
、

渋
沢
栄
一
、新
渡
戸
稲
造
な
ど
、

明
治
に
活
躍
し
た
偉
人
た
ち
が

登
場
す
る
。
ま
た
学
校
創
設
に

あ
た
り
、
米
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
系
フ
レ
ン
ド
派
の
多
額
な

資
金
援
助
。
３
人
の
米
国
で
の

交
流
関
係
が
そ
の
後
の
﹁
女
子

英
学
塾
﹂
を
支
え
る
。
ま
さ
に

日
本
と
米
国
を
ま
た
に
か
け
た

壮
大
な
物
語
で
あ
る
。
日
本
女

性
の
偉
人
と
し
て
、
世
界
に
誇

る
津
田
梅
子
と
最
後
ま
で
支
え

る
捨
松
、
繁
子
の
生
き
方
も
描

か
れ
て
い
て
、
い
ま
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
女
性

の
生
き
方
を
指
南
す
る
一
冊
で

あ
る
。
　
　
　
　︵
古
市
裕
子
︶

 日本女子教育の礎築く
こだまひろこ・著

 新潮社・刊

■スキマワラシ（恩田陸、集英社文庫）太郎と散多は古道
具店を営む兄弟。ものに触れるとそこに宿る記憶が見える
という散多は、古いタイルからこれまでにないほど強烈な
イメージを受ける。そこに映し出されたのは幼い頃に亡く
した両親の姿だった。兄弟のひと夏の不思議な冒険を描く
ファンタジックミステリー。■ 60歳からの「般若心経」（公
方俊良、三笠書房）たった 276 文字に凝縮された仏教の
真髄「般若心経」が、悩みの正体、身近にある幸福、世の
中の仕組み、力強い自己実現などを教えてくれる。著者は
敦實親王菩提寺蒼竜寺住職で、宗派へのとらわれを廃し、
檀家を持たず、終始野にあって、仏教を根底にした教化活
動に努めている。人生後半を賢く豊かに生きるヒントとは。
■浪華燃ゆ（伊東潤、講談社）陽明学を究めた学者で、大
坂町奉行の敏腕与力でもあった大塩平八郎は、家族、門人
たちを巻き込んで命を懸けた世直しに挑む。歴史時代小説
の実力派が、全ての不正を許さない大塩平八郎の乱を描く。
■ 94 歳、自撮りおばあちゃん -やりたい放題のひとり暮
らし（西本喜美子、宝島社）72 歳で初めてカメラに触れ、
74 歳からはパソコンもスタート。写真を撮ることは認知
症予防になっている。インスタグラムのフォロワーは 31
万人以上いる 94 歳の西本さんの日々の生活や長生きの秘
訣を綴ったエッセイ。■魔女と過ごした七日間（東野圭吾、
角川書店）AI による監視システムが強化された日本。指名手配犯捜しのス
ペシャリストだった元刑事が殺された。「あたしなりに推理する。その気が
あるなら、ついてきて」という不思議な女性・円華に導かれ、父を亡くした
少年の冒険が始まる。東野圭吾の記念すべき著書 100 冊目となる警察ミステ
リー＆空想科学。■ 70歳から楽になる（アルボムッレ・スマナサーラ、角
川新書）どんな人にも老いは平等にやってくる。70 歳、仕事や社会生活の
第一線から退き、家族との関係や健康にも変化が訪れる時。今までできてい
たことができなくなる、体力が衰える、そんな折に仏教の教えをひもとけば、
残りの人生を明るく過ごすための智恵がちりばめられている。40 年以上日
本で上座仏教を伝えてきた長老による「老いのハンドブック」。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　
兄
弟
が
体
験
し
た
ひ
と
夏
の
不
思
議
な
冒
険
。
人
生
の
後
半
を
豊
か
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
。

不
正
を
許
さ
な
い
大
塩
平
八
郎
の
世
直
し
。
94
歳
の
日
常
を
写
真
で
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。

東
野
圭
吾
の
警
察
・
空
想
科
学
ミ
ス
テ
リ
ー
。
幸
福
と
自
由
が
実
る
老
い
方
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
卵
を
抱
え
た
ミ
ズ
ダ
コ
の
マ

マ
は
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
が
心

配
で
、
ど
こ
へ
も
行
か
ず
何
も

食
べ
ま
せ
ん
。
で
も
卵
が
孵
る

ま
で
何
か
月
も
か
か
る
と
、
お

腹
が
空
い
て
自
分
の
足
を
食
べ

ち
ゃ
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。

７
本
足
の
タ
コ
を
見
つ
け
た
ら

そ
れ
は
立
派
な
マ
マ
か
も
し
れ

な
い
よ
。
賢
く
た
く
ま
し
く
育

っ
て
欲
し
い
か
ら
、
マ
マ
は
毎

日
大
忙
し
。
野
生
動
物
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
る
環
境
に
合

わ
せ
て
、
と
き
に
私
た
ち
人
間

の
想
像
を
超
え
る
や
り
か
た
で

子
育
て
を
し
て
い
る
ん
で
す
。

　
本
書
で
は
、
表
紙
を
飾
っ
て

い
る
ラ
ッ
コ
を
は
じ
め
、
ア
ザ

ラ
シ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
キ

リ
ン
、
ワ
ニ
や
ゾ
ウ
ま
で
、
動

物
界
に
存
在
す
る
母
性
行
動
や

驚
き
の
子
育
て
法
を
、
元
気
が

出
る
よ
う
な
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ラ

ス
ト
と
文
章
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

紹
介
す
る
。
ま
た
、
動
物
の
お

父
さ
ん
に
つ
い
て
描
か
れ
た

﹃W
ild about dads.

﹄
も
同

時
発
売
さ
れ
て
い
る
。
子
育
て

を
す
る
マ
マ
や
パ
パ
へ
の
エ
ー

ル
と
し
て
贈
っ
て
も
喜
ば
れ
そ

う
な
絵
本
。
日
本
語
で
読
む
な

ら
﹃
や
せ
い
の
マ
マ
﹄
。︵
高
田
︶

５
月
14
日
は
﹁
母
の
日
﹂

 『Wild about mums.』
Written by Philip Bunting

Published by Little Hare Books

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　
世
界
中
の
人
々
が
、
人
種
、

国
境
、
言
語
、
宗
教
、
歴
史
を

越
え
て
、
強
い
家
族
愛
で 

結

ば
れ
る
こ
と
を
願
い
特
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ア
ー
ス
・
エ
イ
ド
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
が 

２
０
０
５
年
に 

デ
ヴ
ィ
・
ス
カ
ル
ノ
さ
ん
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
。

　
同
団
体
は
、
政
治
の
犠
牲
者

で
あ
る 

世
界
中
の
難
民
、
ま

た 

天
災
に
よ
る
被
災
者
、
地

球
の
自
然
環
境
破
壊
に
歯
止

め
、
才
能
あ
る
芸
術
家
た
ち
の

支
援
、
動
物
虐
待
防
止
、 

恵
ま

れ
な
い
人
々
に 

愛
の
手
を 

差

し
伸
べ
る
こ
と
が 

設
立
趣
旨
だ
。

そ
の
一
環
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
米
国
財

団
法
人
イ
ブ
ラ
国
際
音
楽
財
団
の

名
誉
会
長
で
創
立
者
の
一
人
と
し

て
、
今
回
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

９
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｙ
ア
ワ
ー

ド
音
楽
会
の
授
賞
式
に
主
催
者
と

し
て
来
米
し
た
。

　
今
年
１
月
16
日
に
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
、
使
い
捨

て
カ
イ
ロ
、
懐
中
電
灯
、
ト
イ
レ

の
便
座
シ
ー
ト
を
寄
付
す
る
た
め

現
地
に
飛
ん
だ
。
昨
年
２
月
の
侵

攻
勃
発
か
ら
東
京
の
在
日
ウ
ク
ラ

イ
ナ
大
使
館
に
は
日
本
全
国
か
ら

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
毛
布
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
輸
送
船
賃
が
な
い
た

め
埼
玉
県
川
口
市
の
倉
庫
に
支

援
物
資
が
大
量
に
滞
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
デ
ヴ
ィ
夫
人
の

団
体
が
19
フ
ィ
ー
ト
の
コ
ン
テ

ナ
４
本
分
の
支
援
物
資
の
輸
送

費
６
０
０
万
円
を
寄
付
。
本
人

は
モ
ル
ド
バ
、
オ
デ
ッ
サ
を
経

由
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
人
と

共
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
行
き
、
物

資
が
間
違
い
な
く
被
災
者
の
手

に
渡
る
の
を
確
認
し
た
。

　﹁
私
は
子
供
の
頃
か
ら
新
聞

を
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
く
せ
が

あ
り
、
新
聞
を
読
む
た
び
に
プ

ー
チ
ン
の
理
不
尽
な
嘘
っ
ぱ
ち

に
マ
グ
マ
が
噴
き
出
る
く
ら
い

怒
り
狂
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
た
が
個
人
の
力
で
で
き

る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
。
地

球
上
に
人
類
が
存
在
し
た
時
か

ら
強
者
が
弱
者
を
襲
い
、
占
領

し
、
略
奪
し
、
領
土
を
広
げ
、

支
配
す
る
人
間
の
性
︵
さ
が
︶

と
欲
望
は
人
間
が
い
る
限
り
変

わ
ら
な
い
。
せ
め
て
国
際
秩
序

だ
け
は
守
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ク
リ
ミ
ア
半
島
を
簡
単
に
手
に

入
れ
た
ロ
シ
ア
が
ゼ
レ
ン
ス
キ

ー
大
統
領
が
強
靭
な
愛
国
者
で

あ
っ
た
の
を
見
誤
っ
た
の
が
プ

ー
チ
ン
の
大
誤
算
だ
っ
た
。
日

本
は
も
っ
と
外
国
で
何
が
起
き

て
い
る
の
か
知
る
べ
き
だ
し
、

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
考

え
る
べ
き
。
井
の
中
の
蛙
大
海

を
知
ら
ず
で
は
な
い
が
日
本
は

震
え
上
が
っ
て
い
い
は
ず
な
の

に
平
和
ぼ
け
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
負
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
ら
民
主
主
義
の
墓
場
に
な

る
。
中
国
は
台
湾
を
襲
い
、
次

は
沖
縄
の
領
有
権
を
主
張
す
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
日

本
は
少
子
高
齢
化
で
30
年
後
、

50
年
後
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。

日
本
の
若
者
に
言
い
た
い
。
や

っ
ぱ
り
世
界
に
目
を
向
け
る
べ

き
。
何
が
日
本
の
た
め
に
で
き

る
か
考
え
て
。
今
世
紀
、
世
界

は
様
変
わ
り
し
ま
す
よ
﹂
と
堰

を
切
っ
た
よ
う
に
話
し
た
。
　  

   

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

日
本
は
も
っ
と
世
界
に
目
を
向
け
て

N.P.O. アース エイド
ソサエティ 代表

デヴィ・スカルノさんNYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 138

May

ハ
ド
ソ
ン
・
ヤ
ー
ド
に
初
夏
の
そ
よ
風

  ◇氏名：サシャ　（20 歳）
◇職業：建築学専攻の大学生
◇居住地：バーミンガム市（英国）
◇着用の服：セーターは自分
の手編み、スカートはバーク
シャー、バッグは H&M、サング
ラスはマツダ、靴はニューバラ

ンス
◇よく利用する店：H&M とザラ
◇好きなブランド：ザラ
◇着こなしで気をつけているこ
と：着心地の良さが一番！
◇撮影場所：ハドソンヤード

　真新しい高層ビルで埋め尽くされたハドソン・ヤードは観光客で賑わうス
ポットとなっている。地下鉄７番線の終着駅で、一帯は 2012 年 12 月に起工
され 2024 年までに完了予定。16 棟の超高層ビルには商業オフィス、レスト
ラン、カフェ、マーケット、バーや、ホテル、文化スペース、750 席を設け
た学校、公共空間などが予定されている。今日まで約 100 店舗がオープン、
ランチタイムには観光客だけでなく近隣のオフィスからの従業員も見られる。
さらに101階建ての30　Hudson Yards　の99階と100階には展望台「エッジ」
がある。今年は５月に入ってもエイプリルシャワーよりも冷たい雨の毎日だ
が、ハドソン・ヤードでは晴天ならハドソン川を一望する戸外の広場で集い、
雨に降られたら向かいのガラス張りのビルに移動、5 番街同様の食事とショッ
ピングができる。 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
http://www.salon-oasis.net
http://bcnetwork.org/
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協
賛

：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

 

　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
3
年
度
第
50

回
目
夏
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考
　
作
品
発
表
６
月
10
日
号

締
め
切
り 

6
月
2
日
︵
金
︶
必
着

第
２
回
選
考
　
作
品
発
表
7
月
8
日
号

締
め
切
り 

6
月
29
日
︵
木
︶
必
着 

 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
幼
児
の
部

　
マ
ス
の
中
に
力
を
込
め
て
大
き
な
字
を
書
き

ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　
漢
字
も
ひ
ら
が
な
も
大
き
く
ゆ
っ
く
り
書
き

ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　
文
字
が
マ
ス
の
中
心
に
し
っ
か
り
定
ま
る
よ

う
に
気
を
付
け
て
書
き
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　
難
し
い
漢
字
は
一
点
一
画
を
丁
寧
に
書
き
表

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
中
学
の
部

　
行
の
中
心
に
文
字
を
配
置
す
る
こ
と
で
文
字

中
心
が
揃
い
ま
す
。
縦
書
き
は
行
頭
を
揃
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　
文
章
の
内
容
に
沿
う
よ
う
に
文
字
に
動
き
を

表
現
し
ま
し
た
。
文
字
全
体
が
硬
く
な
ら
ず
流

れ
す
ぎ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
す
。

応
募
規
定

 

　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル

版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.nyseikatsu.
com

︶
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
学
年
／
年
齢
別
の
﹁
課
題
﹂
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
︵
団
体
名
、
連
絡

先
等
︶
を
記
入
。

　
他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　
紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
︵
学
校
・
教
室
単
位
︶
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

︵info@nyseikatsu.com

︶
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
︵
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
︶。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

https://www.zebrapen.com/
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
mailto:info@nyseikatsu.com%EF%B8%B6%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0
http://www.nyseikatsu
http://www.nyseikatsu
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自
分
の
支
え
に
な
っ
て
い

る
言
葉
は
、
﹁
努
力
は
必
ず
報

わ
れ
る
。
﹂
で
す
。
こ
れ
は
、

元
野
球
選
手
で
監
督
を
務
め

た
王
貞
治
さ
ん
の
名
言
の
一

部
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、﹁
努

力
を
す
れ
ば
、
必
ず
い
つ
か

自
分
の
た
め
に
な
り
結
果
に

つ
な
が
る
﹂
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
言
葉
は
、
よ
く
お
母

さ
ん
が
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
習
字
を
習
っ
て
い
た
時

が
あ
り
、
そ
の
教
室
は
、
月

に
一
度
市
内
の
習
字
教
室
で

上
手
に
書
け
た
人
の
作
品
と

名
前
が
載
る
冊
子
が
配
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の

冊
子
に
載
る
こ
と
が
う
れ
し

く
て
、
そ
の
た
め
に
し
っ
か

り
と
毎
週
教
室
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
回
わ

く
わ
く
し
な
が
ら
冊
子
を
見

て
も
、
私
の
字
と
名
前
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
﹁
ど
う
し

て
た
く
さ
ん
練
習
し
て
い
る

の
に
冊
子
に
載
ら
な
い
の
か

な
。
﹂
と
、
正
直
習
字
を
や
め

て
し
ま
お
う
か
、
向
い
て
な

か
っ
た
の
か
、
と
思
い
始
め
、

つ
い
に
は
大
好
き
だ
っ
た
習

字
に
も
﹁
行
き
た
く
な
い
。
﹂

と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
お
母
さ
ん
は
お

ど
ろ
き
な
が
ら
も
﹁
努
力
は

ぜ
っ
た
い
結
果
に
つ
な
が
る

か
ら
ね
。
﹂
と
、
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
言
葉
を
知
っ
て
か
ら
、

﹁
冊
子
に
載
る
に
は
上
手
く
書

け
ば
い
い
ん
だ
﹂
と
い
う
考

え
か
ら
、
﹁
冊
子
に
載
る
に
は

た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
だ
ん

だ
ん
上
手
に
な
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
ん
だ
。﹂
と
い
う
考

え
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
す
ぐ
に
結
果

に
つ
な
が
ら
な
く
て
も
結
果

に
出
る
ま
で
た
く
さ
ん
努
力

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

私
の
支
え
に
な
っ
た
こ
の
言

葉
を
教
え
て
く
れ
た
お
母
さ

ん
の
よ
う
に
、
私
も
人
を
心

強
い
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
れ

る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
人
生
、
な
に
が
あ

る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
こ

の
言
葉
を
頭
に
し
ま
っ
て
た

く
さ
ん
努
力
を
す
る
、
す
て

き
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
滞
米
６
か
月
︶

　
今
回
私
は
、
﹁
空
手
﹂
に
つ

い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
小
学
校
に
入
学
す
る
少

し
前
か
ら
空
手
を
習
い
始
め
、

昨
年
ア
メ
リ
カ
に
引
っ
越
し

て
来
て
か
ら
も
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
松
濤
館
流
道
場
ま
で
通

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
空

手
の
良
い
と
こ
ろ
や
特
徴
を

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
空
手
の
特
徴
は
、
身
体
だ

け
で
は
な
く
心
も
き
た
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
、
私

は
思
い
ま
す
。
空
手
と
い
う

と
強
く
て
か
っ
こ
い
い
印
象

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
際
に
は
と
て
も
﹁
礼
儀
﹂

を
大
切
に
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
例
え
ば
、
道
場
に

入
る
時
に
礼
を
す
る
、
そ
れ

か
ら
皆
で
空
手
の
決
ま
り
事

を
守
る
、
な
ど
で
す
。
決
ま

り
事
と
は
、
人
の
話
を
よ
く

聞
く
、
き
ち
ん
と
﹁
は
い
﹂

と
言
う
、
元
気
に
返
事
す
る
、

他
に
も
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
全
て
大
切
な
決
ま

り
で
す
。
こ
の
決
ま
り
事
に

毎
回
気
を
付
け
な
が
ら
礼
儀

を
重
ん
じ
て
け
い
こ
を
が
ん

ば
る
こ
と
で
、
自
然
と
身
体

も
心
も
強
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　
次
に
、
空
手
の
良
い
と
こ

ろ
は
、
礼
儀
正
し
く
な
れ
る

と
こ
ろ
と
危
険
な
時
に
役
に

立
つ
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

礼
儀
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
書

い
た
通
り
、
先
生
や
道
場
に

毎
回
礼
を
す
る
の
で
自
然
と

目
上
の
人
を
う
や
ま
い
、
け

い
こ
の
場
を
大
切
に
す
る
と

い
う
こ
と
が
身
に
付
き
ま
す
。

危
険
な
こ
と
に
は
運
良
く
ま

だ
そ
う
ぐ
う
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
も
し
危
な
い
状
況
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
普
段
か
ら

練
習
し
て
い
る
空
手
の
技
を

使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
日
本
と
ア
メ

リ
カ
で
先
生
の
違
い
が
あ
る

か
ど
う
か
も
考
え
て
み
ま
し

た
。
例
え
ば
、
日
本
の
先
生

は
け
い
こ
中
の
態
度
や
連
絡

事
項
に
つ
い
て
と
て
も
き
び

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

は
私
た
ち
を
心
か
ら
き
た
え

よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
先
生
は
少
し
で

も
何
か
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
と
て
も
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。

接
し
方
は
少
し
違
い
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
一
人
ひ
と
り
熱
心

に
教
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
同
じ

と
こ
ろ
は
、
大
き
な
鏡
が
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。
大
き
い
鏡

は
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も

自
分
の
動
き
を
見
る
た
め
に

あ
り
ま
す
。
鏡
が
無
け
れ
ば

ど
こ
が
ダ
メ
な
の
か
確
認
で

き
ず
上
達
し
ま
せ
ん
か
ら
、

動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
大

き
な
鏡
は
と
て
も
重
要
な
ア

イ
テ
ム
で
す
。

　
色
々
と
空
手
に
つ
い
て
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ

の
文
章
を
書
き
な
が
ら
﹁
な

ぜ
私
は
空
手
を
続
け
て
い
き

た
い
の
か
。﹂
と
考
え
ま
し
た
。

や
は
り
礼
儀
を
大
切
に
で
き

る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
し
、

空
手
を
通
し
て
身
体
も
心
も

強
く
な
れ
れ
ば
、
自
分
だ
け

で
は
な
く
周
り
の
人
の
こ
と

も
大
切
に
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
自
分

を
き
た
え
て
、
人
を
大
切
に

で
き
る
人
物
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ

と
沢
山
の
人
に
松
濤
館
流
空

手
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　︵
滞
米
１
年
９
か
月
︶

　
私
は
、
か
り
ぐ
ら
し
の
小

人
で
す
。
私
は
、
美
あ
の
家

の
屋
根
う
ら
に
私
の
マ
マ
、

パ
パ
と
ペ
ッ
ト
の
だ
ん
ご
む

し
と
く
ら
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
と
き
ど
き
美
あ
が

食
べ
の
こ
し
た
ケ
ー
キ
を
も

ら
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
お

い
し
く
て
、
お
い
し
く
て
、

考
え
て
い
る
だ
け
で
よ
だ
れ

が
た
れ
ま
す
。

　
美
あ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
食
べ

物
を
の
こ
し
て
い
ま
す
。
で

も
本
当
に
好
き
な
食
べ
物
は
、

と
き
ど
き
し
か
の
こ
し
て
く

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
前
、
美
あ

が
ゼ
リ
ー
を
食
べ
て
い
る
間

う
ら
や
ま
し
く
て
た
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
私

の
ゆ
め
は
、
大
き
な
ゼ
リ
ー

の
プ
ー
ル
の
中
で
お
よ
ぐ
事

だ
か
ら
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
ど
う
し
て
も

か
な
え
た
い
ゆ
め
は
、
ね
こ

の
せ
な
か
に
の
る
事
で
す
。

日
の
下
で
ね
こ
の
毛
で
ね
て

い
る
と
、
き
も
ち
い
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
人
間
に
み

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
ゆ
め
を

か
な
え
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　︵
滞
米
９
年
︶

 ﹁
空
手
の
す
す
め
﹂

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
浦
　
瑶
子

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　
こ
の
ま
え
の
土
よ
う
日
に

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
行
き
ま

し
た
。
な
ぜ
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
に
行
く
こ
と
が
き
ま
っ
た

か
と
い
う
と
お
兄
ち
ゃ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
の
し
ゅ
と
に
行
き

た
い
と
言
っ
た
か
ら
で
す
。

　
一
日
目
は
、
ボ
ル
チ
モ
ア

の
カ
ニ
や
さ
ん
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
お
み
せ
は
、
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
ち
ゃ
色
の
か
み

が
し
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
か
み
の
上
で
お
え
か
き
が

で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
や

っ
た
あ
と
思
っ
て
、
カ
ニ
が

来
る
ま
で
大
す
き
な
馬
の
絵

を
か
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
ボ
ル
チ
モ
ア

か
ら
車
で
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

に
行
き
ま
し
た
。
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
の
中
は
、
電
車
で
い

ど
う
し
ま
し
た
。
そ
し
て
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
い
う
高
い
と

う
を
見
ま
し
た
。
と
お
く
に

リ
ン
カ
ー
ン
の
ど
う
ぞ
う
も

見
え
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
だ

い
十
六
だ
い
の
大
と
う
り
ょ

う
で
す
。
マ
ジ
ッ
ク
を
す
る

人
の
ぼ
う
し
み
た
い
な
の
を

か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
子
ど
も
は
く

ぶ
つ
か
ん
と
い
う
と
こ
ろ
に

も
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、

す
ご
く
高
い
と
こ
ろ
か
ら
す

べ
ら
れ
る
す
べ
り
だ
い
が
あ

り
ま
し
た
。
や
っ
た
あ
っ
と

思
っ
て
す
べ
っ
て
み
た
ら
し

ん
ぞ
う
が
ど
き
ど
き
し
て
き

て
体
が
か
ゆ
く
な
り
ま
し
た
。

か
ゆ
す
ぎ
て
か
ゆ
み
止
め
を

ぬ
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
お

兄
ち
ゃ
ん
と
六
か
い
く
ら
い

す
べ
り
ま
し
た
。
車
に
の
っ

た
ら
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
か
し

を
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。

お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

の
思
い
出
も
心
に
い
っ
ぱ
い

で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
滞
米
８
か
月
︶

 ﹁
ア
メ
リ
カ
の
し
ゅ
と

　
　
　

ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
優
佑

「かりぐらしの小人」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　ホリデイ　美あ

　
僕
は
、
２
０
２
２
年
の
夏

に
T
S
C
サ
ム
ナ
ー
と
い

う
チ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
。

T
S
C
と
は
、
テ
ネ
シ
ー
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
事
で
す
。

チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
、
や
さ
し

く
て
と
て
も
強
い
で
す
。
僕

が
ア
メ
リ
カ
に
来
て
サ
ッ
カ

ー
を
始
め
て
か
ら
二
年
半
一

緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
友
達

も
い
ま
す
。
毎
週
、
練
習
は

２
回
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
楽

し
い
で
す
。
僕
の
コ
ー
チ
は
、

コ
ー
チ
ダ
ン
と
コ
ー
チ
ジ
ョ

ー
ジ
の
二
人
で
す
。
土
曜
日

や
日
曜
日
に
試
合
が
あ
り
ま

す
。
僕
は
、
試
合
に
負
け
る

と
す
ご
く
く
や
し
い
で
す
。

で
も
勝
つ
と
み
ん
な
と
喜
べ

て
う
れ
し
い
で
す
。

　

僕

の

ポ

ジ

シ

ョ

ン

は
、

M
F
︵
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
︶

と
R
W
︵
ラ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
︶

で
す
。
僕
は
M
F
を
す
る
の

が
好
き
で
す
。
な
ぜ
か
と
言

う
と
、
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
に
パ

ス
が
出
来
る
し
、
せ
め
ら
れ

て
い
る
時
は
、
D
F
︵
デ
ィ

フ
ェ
ン
ダ
ー
︶
と
一
緒
に
守

る
事
が
出
来
る
か
ら
で
す
。

M
F
は
、
み
ん
な
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
助
け
ら
れ
る
か
ら
好

き
で
す
。
こ
の
チ
ー
ム
で
秋

に
は
州
大
会
に
出
場
出
来
ま

し
た
。
え
ん
長
戦
に
な
っ
て
、

５
ー
３
で
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
く
や
し
く
て
涙
が
た

く
さ
ん
流
れ
て
き
ま
し
た
。

　
僕
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

を
見
る
の
も
好
き
で
す
。
ア

メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
、
ナ
ッ

シ
ュ
ビ
ル
S
C
を
応
え
ん
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
ナ
ッ

シ
ュ
ビ
ル
S
C
対
オ
ー
ス
テ

ィ
ン
S
C
の
試
合
を
ス
タ
ジ

ア
ム
に
見
に
行
っ
た
時
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
エ
ス
コ
ー
ト
を
や

ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
僕

は
、
ア
メ
リ
カ
代
表
に
な
っ

て
い
る
ジ
マ
ー
マ
ン
と
手
を

つ
な
い
で
歩
き
ま
し
た
。
と

て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
見
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

　
冬
に
な
っ
た
の
で
、
今
は

イ
ン
ド
ア
サ
ッ
カ
ー
を
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の

名

前

は
、M

anchest H
air 

U
nited

で
す
。
そ
の
名
前
は

友
達
の
パ
パ
が
思
い
つ
い
た

面
白
い
名
前
で
、
み
ん
な
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド

ア
サ
ッ
カ
ー
は
、
５
人
で
や

る
フ
ッ
ト
サ
ル
で
す
。
速
い

パ
ス
回
し
が
重
要
で
す
。
つ

ね
に
コ
ー
ト
の
中
を
走
っ
て

い
ま
す
。
す
ご
く
ハ
ー
ド
で

す
。
イ
ン
ド
ア
サ
ッ
カ
ー
を

が
ん
ば
っ
て
春
の
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
体
力
を
つ
け
た
い

で
す
。

　
僕
は
、
毎
日
サ
ッ
カ
ー
の

事
を
考
え
て
い
ま
す
。
ボ
ー

ル
を
さ
わ
ら
な
い
日
は
一
日

も
あ
り
ま
せ
ん
。﹁
ボ
ー
ル
は

友
達
だ
！
﹂　
　

　
　
　
　
　
　︵
滞
米
４
年
︶

 「毎日サッカー」
　　　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　敦基

 ﹁
結
果
が
出
る
ま
で
の
道
﹂

　
　
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
　
風
香

https://japaneseschool.org
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デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学

校(

横
澤
広
美
校
長)

は
４
月

30
日
に
一
足
早
く
﹁
こ
ど
も
の

日
﹂
を
祝
い
、
借
用
校
の
校
内

と
校
庭
に
合
計
30
匹
の
鯉
の
ぼ

り
を
飾
っ
た
。
朝
礼
で
横
澤
校

長
か
ら
﹁
こ
ど
も
の
日
﹂
は
、

子
ど
も
の
幸
福
を
願
う
と
と
も

に
﹁
母
親
に
感
謝
す
る
日
﹂
と

い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と

の
説
明
に
、
児
童
生
徒
、
一
緒

に
参
加
し
て
い
た
保
護
者
は
一

様
に
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
。
朝

礼
後
は
、
デ
ン
バ
ー
の
青
空
の

下
、
全
校
園
児
・
児
童
・
生
徒

が
校
庭
の
鯉
の
ぼ
り
の
前
で
記

念
写
真
を
撮
り
、
ま
た
昼
休
み

に
は
鯉
の
ぼ
り
の
下
で
楽
し
く

遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
。
日
本
の

伝
統
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
1

日
と
な
っ
た
。

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

30
匹
青
空
に
泳
ぐ

薫風に舞う鯉のぼり
アメリカの空にスイスイ

　
Ｎ
Ｙ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︵
北

川
静
子
代
表
︶
は
、
１
日
か
ら

５
日
ま
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
低

所
得
地
域
の
高
校
、
リ
ー
ダ
ー

ズ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
を
対

象
に
し
た
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
た
。
昨
年
は
数
回
同
高
校

を
訪
問
し
、
浴
衣
の
着
付
け
、

折
り
紙
、
習
字
な
ど
の
日
本
文

化
の
紹
介
を
し
た
が
、
も
っ
と

深
い
精
神
的
な
面
、﹁
道
﹂
に

つ
い
て
な
ど
心
身
を
鍛
え
る
教

え
を
紹
介
す
る
こ
と
に
今
年
は

焦
点
を
あ
て
、
日
本
文
化
に
お

け
る
健
康
と
栄
養
と
題
し
て
校

外
で
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
た
。
生
徒
た
ち
は
５
日
間
で

空
手
︵
五
嶋
龍
︶、
茶
道
︵
グ

ロ
ー
バ
ル
和
室
に
て
上
田
宗
箇

流
正
教
授
の
長
野
佳
嗣
︶、
日

本
食
体
験
︵
お
に
ぎ
り
と
味
噌

汁
︶、
お
弁
当
︵
共
にw

asan

別
店
のa-un

︶、
子
供
の
日
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
日
本

商
工
会
議
所
の
Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン

ド
、
住
友
商
事
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ

Ａ )

が
資
金
協
力
し
た
。
茶
道

は
三
井
住
友
信
託
銀
行
の
仲
介

で
実
現
し
た
。
参
加
し
た
高
校

生
か
ら
は
多
く
の
礼
状
が
届
き

感
謝
の
レ
タ
ー
に
は
﹁
今
週
は

素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
て
、

一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
﹂
と
書
か
れ
て
い
た
。

Ｎ
Ｙ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

現
地
校
で
日
本
文
化

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
全
日
課

程
幼
児
部
は
５
日
、﹁
子
ど
も

の
日
・
端
午
の
節
句
﹂
集
会
を

行
っ
た
。
併
設
す
る
フ
レ
ン
チ

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
の
ナ
ー

サ
リ
ー
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

も
参
加
し
た
。
校
長
先
生
の
挨

拶
の
あ
と
、
教
員
が
鯉
の
ぼ
り

や
柏
餅
の
由
来
な
ど
端
午
の
節

句
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
背
景

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
写
真
や

紙
芝
居
を
見
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。
そ
の
後
は
ク
イ
ズ
タ
イ

ム
。
聞
い
た
お
話
の
復
習
も
兼

ね
て
、
節
句
に
関
す
る
○
×
ク

イ
ズ
を
行
っ
た
。正
解
す
る
と
、

ど
ち
ら
の
学
校
の
子
ど
も
も
飛

び
跳
ね
て
大
喜
び
し
、
歓
声
を

上
げ
て
い
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

端
午
の
節
句
集
会

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
で
は

５
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
を

﹁
鯉
の
ぼ
り
週
間
﹂
と
し
、
第

２
駐
車
場
と
メ
イ
プ
ル
広
場
に

鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
た
。
五
月
晴

れ
の
空
を
悠
々
と
泳
ぐ
鯉
に
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が

っ
て
い
た
。
空
の
青
、
桜
の
ピ

ン
ク
、
そ
し
て
色
と
り
ど
り
の

鯉
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
を
彩
り
、
ア
メ
リ
カ
に

い
な
が
ら
も
日
本
文
化
に
触
れ

る
１
週
間
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

鯉
の
ぼ
り
週
間

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
ブ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶
で

は
保
護
者
の
校
舎
内
の
立
ち
入

り
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
一
時
的
に
見
合
わ
せ
て
い

た
見
学
ツ
ア
ー
を
次
の
日
程
で

再
開
す
る
。
5
月
17
日
︵
水
︶

幼
児
部
・
小
学
部
午
前
９
時
10

分
か
ら
午
後
０
時
20
分
。︵
幼

児
部
は
昼
食
時
間
除
く
︶。
19

日
︵
金
︶
幼
児
部
・
午
前
10
時

30
分
か
ら
午
前
11
時
15
分
、
小

学
部
・
午
前
9
時
10
分
か
ら
午

後
０
時
20
分
。
編
入
を
考
え
て

い
る
保
護
者
は
園
舎
に
入
っ
て

保
育
や
授
業
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
申
し
込
み
は
電

話
２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２

info@
nyikuei.org

ま
で
。

子供の日の集い　育英サタデースクールマンハッタ

ン校は４月 29 日、幼児部合同で「こどもの日の集い」を行
った。年長の教室へ集まった子ども達は「子どもの日」は
何をする日なのか、なぜこいのぼりを飾るのかなどその由
来を聞いた。みんなで自身の成長に感謝しお祝いをした。

見
学
ツ
ア
ー
を
再
開
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mailto:kazenowabg@gmail.com
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春
。
少
子
化
が
危
惧
さ
れ
る

昨
今
、
お
母
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
へ
の
ケ
ア
は
重
要

で
す
。
妹
が
来
年
就
学
を
控
え

た
子
ど
も
を
連
れ
、
幼
稚
園
の

卒
園
旅
行
の
つ
も
り
で
大
阪
を

訪
れ
ま
し
た
の
で
、
大
阪
の
親

子
で
遊
び
学
べ
る
施
設
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
大
阪
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
っ
て

何
で
し
ょ
う
。
大
阪
城
？
通
天

閣
？
い
え
い
え
、
一
つ
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
！
大
阪
万

博
70
年
エ
キ
ス
ポ
の
﹁
顔
﹂
と

し
て
建
造
さ
れ
た
、
か
の
世
界

的
前
衛
芸
術
家
岡
本
太
郎
大
先

生
の
﹁
太
陽
の
塔
﹂
で
す
。
近

年
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
多
く
の
要

望
を
得
て
修
復
さ
れ
、
み
ご
と

大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
蘇
り

ま
し
た
。
太
陽
の
塔
の
素
晴
ら

し
さ
は
内
に
も
あ
り
。
岡
本
太

郎
氏
が
全
身
全
霊
を
か
け
人
類

の
進
化
を
表
現
し
た
と
い
う
内

部
も
当
時
の
姿
に
戻
り
、
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
い

と
こ
ろ
ま
で
上
る
の
に
、
大
人

も
恐
る
恐
る
で
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
︵
教
育
テ
レ
ビ
︶

の
美
術
番
組
﹃
び
じ
ゅ
チ
ュ
ー

ン
！
﹄
で
も
大
人
気
を
博
し
た

﹁
ビ
ー
・
ベ
ラ
ボ
ー
！
﹂
の
芸

術
を
体
験
し
て
み
る
の
は
楽
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
芸
術
と
い
え
ば
大
阪
も
。
天

下
の
台
所
と
し
て
経
済
発
展
し

て
き
た
大
阪
に
は
、
か
つ
て
は

大
旦
那
衆
が
お
り
、
イ
タ
リ
ア
・

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
支
え
た
メ
デ

ィ
チ
家
の
よ
う
に
、
中
の
島
の

公
会
堂
、
中
央
図
書
館
、
大
阪

市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
な
ど
な

ど
、
大
阪
の
芸
術
文
化
発
展
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
２
０
２
０
年
新
し
く

建
築
さ
れ
た
﹁
こ
ど
も
本
の
森

中
之
島
﹂
は
、
世
界
的
建
築
家

安
藤
忠
雄
氏
が
自
ら
私
財
を
投

じ
、
デ
ザ
イ
ン
・
建
築
し
た
図

書
館
で
す
。
子
ど
も
の
頃
は
喧

嘩
ば
か
り
し
て
、
あ
ま
り
本
を

読
ま
な
か
っ
た
と
い
う
安
藤
さ

ん
は
、今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

た
く
さ
ん
の
本
と
出
会
い
、
多

く
に
興
味
を
も
っ
て
、
大
き
く

未
来
を
描
い
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
、
子
ど
も
の
た
め
の
図
書
館

の
設
立
を
思
い
立
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。
運
営
維
持
も
関
西
の

大
手
企
業
か
ら
の
寄
付
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
　

　
安
藤
建
築
の
代
表
的
な
ス
タ

イ
ル
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち

っ
ぱ
な
し
の
壁
一
面
に
、
色
鮮

や
か
で
あ
た
た
か
な
紙
の
手
触

り
の
絵
本
が
並
び
、
子
ど
も
た

ち
は
子
猫
の
よ
う
に
階
段
の
下

の
狭
い
場
所
に
座
り
、
熱
心
に

本
を
読
む
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
い

で
す
。
読
み
た
い
本
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
て
、
ま
た
来
た
い
と
ね

だ
っ
て
い
ま
し
た
。
思
い
出
に

安
藤
さ
ん
の
青
リ
ン
ゴ
の
絵
本

も
ど
う
ぞ
。

　
子
ど
も
の
教
育
に
熱
心
な
の

は
大
阪
も
。
子
ど
も
が
の
び
の

び
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
、

最
大
の
親
の
願
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
全
国
で
も
珍
し
い

市
立
の
バ
カ
ロ
レ
ア
指
定
中
学

校
・
高
校
が
あ
り
、
帰
国
子
女

受
け
入
れ
校
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
回
は
ま
だ
就
学
前
の
子
ど

も
の
た
め
に
、
世
界
で
最
も
先

進
的
な
乳
幼
児
教
育
の
一
つ
と

言
わ
れ
、G

oogle 

な
ど
の
企

業
附
属
幼
稚
園
で
も
採
用
さ
れ

て
い
る
、
イ
タ
リ
ア
発
の
﹁
レ

ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
・
ア
プ
ロ

ー
チ
﹂
を
体
験
し
よ
う
と
、
大

阪
南
港
を
一
望
で
き
る
﹁
ハ
イ

ア
ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
大

阪
﹂
上
層
階
に
、
昨
年
12
月
オ

ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
﹁
星
野

リ
ゾ
ー
ト
　
リ
ゾ
ナ
ー
レ
大

阪
﹂
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　﹁
創
造
力
を
遊
び
こ
む
﹂
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
﹁
ま
ち
の
研
究

所
﹂
と
の
協
働
で
運
営
す
る
リ

ゾ
ナ
ー
レ
大
阪
で
は
、
色
鉛
筆

で
壁
や
窓
に
思
い
っ
き
り
お
絵

描
き
で
き
る
客
室
や
、
レ
ッ
ジ

ョ
・
エ
ミ
リ
ア
・
ア
プ
ロ
ー
チ

の
考
え
方
を
体
験
で
き
る
日
本

最
大
級
︵
約
４
７
０
平
米
︶
の

﹁
ア
ト
リ
エ
﹂
が
使
え
ま
し
た
。

　
大
き
な
窓
か
ら
た
く
さ
ん
の

光
が
差
し
込
む
ア
ト
リ
エ
に

は
、
コ
ト
や
モ
ノ
を
通
じ
て
地

域
と
繋
が
る
共
同
性
を
感
じ
と

る
﹁
興
味
エ
リ
ア
﹂
や
、
自
分

の
気
に
な
る
も
の
を
見
つ
け
創

造
性
を
刺
激
す
る
﹁
探
索
エ
リ

ア
﹂
が
あ
り
、
粘
土
や
砂
な
ど

自
然
の
面
白
い
マ
テ
リ
ア
ル
を

触
っ
た
り
、
実
際
に
道
具
を
使

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
の
色

味
や
質
感
を
感
じ
、
学
び
、
何

時
間
で
も
遊
ん
で
い
ら
れ
る
よ

う
で
し
た
。

　
さ
ら
に
芸
術
の
専
門
家
﹁
ア

ト
リ
エ
リ
ス
タ
﹂
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
﹁
自
分
の
表
現
を

深
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
参

加
す
る
間
、
お
母
さ
ま
方
は
、

最
上
階
の
ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で

ゆ
っ
く
り
ハ
イ
テ
ィ
ー
を
楽
し

め
る
と
い
う
贅
沢
も
。
大
人
に

も
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
に
つ

な
が
る
素
材
が
あ
る
の
で
、
子

ど
も
に
か
え
っ
て
、
一
緒
に
遊

ん
で
み
る
の
も
。

　
勢
い
つ
い
て
最
後
に
立
ち
寄

っ
た
の
が
、
扇
町
の
遊
ん
で
学

べ
る
子
ど
も
の
た
め
の
博
物
館

﹁
大
坂
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
﹂。
ど
ん

な
も
ん
、
つ
く
ろ
う
、
あ
そ
ぼ

う
、
や
っ
て
み
る
、
と
四
方
八

方
さ
ま
ざ
ま
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
、
文
化
、
科
学
、
社
会
な

ど
な
ど
、
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
も
ま
た

来
よ
う
ね
。

　
教
育
は
親
に
と
っ
て
は
忍
耐

で
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
と

一
緒
に
嬉
々
と
し
て
遊
び
ま
わ

る
家
族
を
見
る
た
び
、
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
良
い
思

い
出
を
！（

フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）
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子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で
学
ぶ

大
阪
の
滞
在

Ｑ
　
今
年
９
年
生
に
な
る
息
子

が
い
ま
す
。
高
校
生
活
に
慣
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
、
大
学
進
学

は
先
の
こ
と
と
本
人
は
思
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
大
学
を
見

据
え
た
課
外
活
動
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
で
す
。
課
外
活
動

と
し
て
秋
に
は
サ
ッ
カ
ー
、
春

に
は
ト
ラ
ッ
ク
と
ス
ポ
ー
ツ
の

ク
ラ
ブ
に
は
入
っ
て
い
ま
す
。

で
も
ど
ち
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
も
好

き
で
参
加
し
て
い
る
と
い
う
程

度
で
す
。
そ
の
他
、
ピ
ア
ノ
を

小
さ
い
頃
か
ら
や
っ
て
い
る
の

で
、
大
学
に
出
願
す
る
頃
ま
で

は
な
ん
と
か
続
け
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
め
、
も
っ
と
何
か

違
う
こ
と
を
し
た
方
が
い
い
の

か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　︵
Ｎ
Ｊ
州
、
母
︶

Ａ
　
大
学
に
出
願
す
る
の
は
数

年
先
で
す
が
、
早
い
時
期
か
ら

自
分
の
興
味
や
ス
キ
ル
に
合
っ

た
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

み
つ
け
て
時
間
を
割
く
こ
と
は

と
て
も
い
い
こ
と
で
す
。
大
学

に
出
願
す
る
際
に
高
校
で
の
成

績
や
Ｓ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
テ
ス
ト
ス

コ
ア
は
重
要
視
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
が
良
い
だ
け
で
は
特
に
難

関
大
学
に
合
格
す
る
の
は
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

な
成
績
や
テ
ス
ト
ス
コ
ア
の
志

願
者
の
中
で
目
を
引
く
存
在
に

な
る
た
め
に
も
、
課
外
活
動
で

何
を
す
る
か
は
非
常
に
重
要
に

な
り
ま
す
。
息
子
さ
ん
に
は
今

年
の
夏
く
ら
い
ま
で
に
、
ど
ん

な
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
て
今
後

ど
ん
な
課
外
活
動
が
で
き
る
か

よ
く
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
息
子
さ
ん
が

大
学
で
何
を
専
攻
す
る
か
を
決

め
る
た
め
に
も
役
立
つ
で
し
ょ

う
。
逆
に
、
興
味
の
あ
る
分
野

の
本
を
読
ん
だ
り
自
分
の
得
意

科
目
な
ど
か
ら
大
学
の
専
攻
に

つ
い
て
よ
く
考
え
、
そ
れ
に
合

っ
た
課
外
活
動
を
考
え
て
い
く

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
時
間
の

と
れ
る
今
年
の
夏
休
み
に
よ
く

考
え
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
高
校
の
成
績
が
最
も
重
要
な

の
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近

の
傾
向
と
し
て
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
に
何
で
も
で
き
る
志
願
者
よ

り
一
つ
か
二
つ
の
分
野
で
突
出

し
た
才
能
や
興
味
、
知
識
を
持

っ
た
志
願
者
の
方
が
受
か
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な

学
生
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
全
体

で
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
生

が
入
学
す
る
よ
う
大
学
は
配
慮

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

時
間
を
忘
れ
て
没
頭
で
き
る
よ

う
な
学
校
の
科
目
や
趣
味
、
興

味
な
ど
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
に

集
中
で
き
れ
ば
理
想
的
で
す
。

例
え
ば
環
境
問
題
に
興
味
の
あ

る
人
な
ら
、
学
校
で
環
境
に
関

連
し
た
ク
ラ
ス
を
取
る
だ
け
で

な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ク
ラ
ス

を
取
っ
た
り
、
環
境
問
題
に
関

連
し
た
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
活
動

し
た
り
、
環
境
保
護
を
推
進
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
た
り
と
興
味
の
対
象
に
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
取
り
組
む
と
、

環
境
問
題
へ
の
情
熱
が
大
学
に

も
伝
わ
り
評
価
さ
れ
る
は
ず
で

す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
し
て
は

息
子
さ
ん
は
ま
だ
９
年
生
な
の

で
親
御
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学

校
な
ど
の
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
み
て
そ
れ
が
気

に
入
れ
ば
続
け
て
、
気
に
入
ら

な
け
れ
ば
違
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
探
す
な
ど
し
て
、
ま
ず
自
分

に
合
う
合
わ
な
い
を
体
感
し
て

み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
課
外
活
動
を
す
る
上
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

す
べ
て
の
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
な

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
長
く
一
つ
の
活
動
を
続
け

て
い
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
は
な
く
と
も
独
自
の

方
法
で
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
貢
献
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
息
子
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
で

目
立
っ
た
活
躍
が
で
き
な
く
と

も
、
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
や
新
入
生
の
指
導
な
ど

で
力
を
発
揮
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
人
も
大
学
の

ク
ラ
ブ
や
機
関
の
運
営
に
欠
か

せ
な
い
人
材
と
見
な
さ
れ
ま

す
。

　
課
外
活
動
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

と
音
楽
の
両
方
を
し
た
方
が
大

学
出
願
時
に
有
利
だ
と
思
い
込

ん
で
い
る
親
御
さ
ん
が
い
る
よ

う
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手

な
人
が
無
理
に
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
音
楽
も
し
か
り

で
す
。
息
子
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
に

そ
れ
ほ
ど
興
味
が
な
け
れ
ば
無

理
に
続
け
る
必
要
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
時
間
を
本
当
に

好
き
な
活
動
に
使
っ
て
下
さ

い
。

 本欄への相談は

●サトリ・カレッジ・プランニング
　E-mail: info@satoricollegeplanning.com
　https://satoricollegeplanning.com

サトリ・カレッジ・プランニング　カレッジ・カウンセラー

伴里美相談員（修士号及びカレッジカウンセラー資格取得）

大学進学を見据えた課外活動

http://ymcatfv.org/
https://jp.lyceumkennedy.org/
mailto:info@satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com
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 EVENT　 
■ 第 2 回 ジ ャ パ ン パ レ ー ド ＝ 5/13　Central 
Park West（bet 81 to 67th St.） 今 回 は 日 本
からの特別ゲストとしてライブスペクタル・
NARUTO を迎える。グランドマーシャルはクリ
スティ・ヤマグチさん。西 72 丁目ではジャパン・
ストリートフェアも開催され、ハローキティと
の撮影会や日本観光紹介テントも出展。
詳細は https://japandaynyc.org/
■ 9 番街国際フードフェス＝ 5/20 〜 21 10:00
〜 18:00  9th Ave （bet. 42nd to 57th St.）NY の
ベストストリートフェアに選ばれたフェスが 3
年ぶりに開催。2 日間にわたりアルゼンチン、
ブラジル、中華、キューバ、フランスなど、カ
クテルからデザートまで世界各地の料理を提供
するベンダーが出店する。
詳細は www.ninthavenuefoodfestival.com
■ Fleet Week New York City ＝ 5/24 〜 30　
1984 年以降 NY 市で行われている海兵隊の祭典。
米海軍（Navy&Marine）と沿岸警備隊の艦船が
停泊し数千人の水兵・沿岸警備員が上陸。さま
ざまな軍事デモンストレーションやイベントが
開催され、ピア 88 とスタテン島で USS WASP
など戦艦の一般見学も行われる。
詳 細 は ht tp : / /m i l i ta rynews.com/app/
fl eetweeknewyork/
■日本食レストランキャンペーン「ジャパン・
マンス」＝ 5/31 まで　日本の食や文化、魅力を
ニューヨーカーに伝えるためのプロジェクト。
また、参加レストランでの食事や日本食を楽し
む写真を「We love Japanese food」とハッシュ
タグ「#mayisjapanmonth」をつけて SNS に投
稿すると、日本航空の協賛により NY から日本
への往復航空券（ペア）チケットが当たる「ソー
シャルメディア・ポスト・コンテスト」も実施中。
詳細は https://www.japanfes.com/japanmonth

CLASS/SEMINAR
■オンライン「日本の大学フェア 2023 春」＝
5/23 〜 25　グローバル化を推進する日本の大学
によるイベント。英語での入試制度や海外生の
ための奨学金制度、カレッジからの編入学など
入試に向けた最新情報を説明。日本への進学を
考える学生とその保護者が対象。参加校は、青
山学院大学、桜美林大学、国際基督教大学ほか。
参加費無料。問い合わせはＥメール seminar@
us-lighthouse.com（ 中 村 さ ん ）、 申 し 込 み は
https://bit.ly/SHINGAKU23SP から。

MUSIC
■ ア イ セ・ リ ノ の ラ イ ブ ＝ 5/16　21:00　
Rockwood Music Hall Stage1（196 Allen St.）

ニューヨークを拠点に活動する 4 人のミュージ
シャンが集まり、民謡やアニメソングなど日本
の曲を中心に演奏する。出演は、アイセ・リノ

（歌・三線）、オガワ・トモヤ（ギター）、コバヤシ・
モトノリ（ベース）、クラタ・ユキヨシ（ドラム）。
詳 細 は https://rockwoodmusichall.com/event/
rino-aise/
■宮嶋みぎわ在米 10 周年コンサート＝ 5/16　
19:00　The DiMenna Center（450 W 37th St.）
NY 在住のジャズ作曲家／ビッグバンドリーダー
の宮嶋みぎわの在米 10 年を記念したコンサー
ト。17 人編成の「ビッグバンド・ジャズ」、殺
陣師香純恭とのコラボレーション、ジャズサッ
クス奏者スティーブ・ウィルソン、太鼓奏者の
みどりラーセンらが出演。入場料：最前列 $75、
一般席 $55。
詳 細 は https://miggymigiwa.net/miggy-
augmented-orchestra
■ソプラノの青木麻菜美が出演する『カルミナ・
ブ ラ ー ナ 』 ＝ 5/20　19:00  United Methodist 
Church on the Green in Morristown（50 South 
Park Place, Morristown NJ）50 年の歴史ある合
唱団、モリスコーラスソサイエティが公演する
カールオルフの傑作に日本人ソプラノの青木麻
菜美が出演する。19 世紀初めドイツの修道院で
見つけられた詩歌集に音楽が施された世俗カン
タータ。キッズコーラスはヤングピープルズコー
ラス・オブ・ニューヨークシティ。入場料：大
人 $26、シニア $21、学生 $16　
詳細は https://www.morrischoralsociety.org/

THEATRE/DANCE
■グローバス映画シリーズ「相米慎二の世界：
不朽の青春」=5/13 まで　Japan Society（333 
E 47th St.）2001 年に 53 歳の若さで亡くなった
相米慎二の軌跡を、4K 修復版のプレミアを含む
7 作品を通してたどる。上映作品は『台風クラブ』

（1985 年）、『ションベン・ライダー』（83 年）、『ラ
ブホテル』（85 年）、『セーラー服と機関銃』（81
年）、『光る女』（87 年）、『魚影の群れ』（83 年）、

『東京上空いらっしゃいませ』（90 年）。入場料：
一般 $15、学生・シニア $12、JS 会員 $10　
詳細は https://japansociety.org/

, ART
　

■「テッド・クラハラ - 抽象絵画 70 年の軌跡」
＝ 5/12 〜 25  日本ギャラリー（145 W 57th St. 
7F）97 歳の日系アメリカ人アーティスト、テッ
ド・クラハラ氏の作品展。第 2 次世界大戦中は
アイダホ州の強制収容所に送られ、18 歳になる
とアメリカ軍に志願し、日系アメリカ人で構成
される第 442 連隊戦闘団にて戦地に赴いた経験
を持つ。入場無料。日曜休。
詳細は https://www.nipponclub.org/
■第 5 回年次グループ展「武蔵野美術大学交友
仲間展」＝ 5/14 まで　Gallery onetwentyeight

（128 Rivington St.）武蔵野美術大学の仲間によっ
て結成されたアートグループ「武蔵野コンソー
ティアム」の作品展。参加アーティストは、ハ
ンデル佳奈、平之内美穂、小坂あきこ、鞍井綾音、
前原邦彦ほか。入場無料。月・火曜休。
詳細は www.galleryonetwentyeight.org

　
第
41
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の

会
︵
中
澤
利
彦
主
催
︶
が
４
月

24
日
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の

R
E

SO
B

O
X

で
開
催
さ
れ
た
。

ゲ
ス
ト
は
小
西
翔
。
同
氏
は
、

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式

の
ギ
タ
リ
ス
ト
布
袋
寅
泰
の
衣

装
ほ
か
、
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ー
約

50
人
分
の
衣
装
を
す
べ
て
担
当

し
た
り
、
英
国
ボ
ー
グ
誌
表
紙

の
ビ
ヨ
ン
セ
衣
装
制
作
に
携
わ

る
な
ど
世
界
で
活
躍
す
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

　
東
京
モ
ー
ド
学
園
、Paris 

C
olleg

e of A
rt H

au
te 

C
o

u
tu

re

、P
a

rs
o

n
s 

School of D
esign

を
い
ず

れ
も
首
席
で
卒
業
。
留
学
経

験
を
次
世
代
に
還
元
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
在
学
中
の

２
０
１
７
年
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
を
立
ち
上

げ
、
早
く
か
ら
若
い
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
教
育
に
も
目
を
向
け
て
い

る
。﹁
次
世
代
に
伝
え
る
﹂
と

い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
時

に
一
番
大
切
に
し
た
い
こ
と
は

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
。
Ｎ
Ｙ

で
そ
の
テ
ー
マ
を
研
究
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
力
を
用
い

て
仕
事
と
し
て
持
続
可
能
で
、

か
つ
社
会
貢
献
に
な
る
こ
と
を

共
に
実
現
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
目
指
す
。
現
在
、
今
年
10
月

に
帝
国
劇
場
で
公
開
さ
れ
る
ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
﹃

チ

ャ

ー
リ
ー
と

チ
ョ
コ
レ

ー
ト
工
場
﹄

の
衣
装
を

担
当
し
て

い
る
。︵
植

山
慎
太
郎
、

写
真
も
︶

第
41
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会

小
西
翔
さ
ん
仕
事
を
語
る

　
米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

メ
キ
シ
コ
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
、
日

本
な
ど
各
地
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
印
象

派
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
９
人

の
作
品
を
集
め
た
グ
ル
ー
プ

展
﹁
フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ン
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
﹂
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹁
ル
ー
ム

57
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹂︵
東
57
丁
目

２
３
５
番
地
︶
で
７
月
31
日
ま

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｉ
の
作
品
３
点
が
、
ル
ノ

ワ
ー
ル
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ホ

ッ
ク
ニ
ー
ら
巨
匠
と
共
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
と
ハ
ワ
イ

の
空
、
透
明
水
彩
　
透
明
水

彩
紙
、
９
Ｘ
12
イ
ン
チ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
３
作
品

展
覧
会
で
巨
匠
と
並
ぶ

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://rockwoodmusichall.com/event/
https://miggymigiwa.net/miggy-augmented-EVENT%E3%80%80
https://miggymigiwa.net/miggy-augmented-EVENT%E3%80%80
https://japandaynyc.org/
http://www.ninthavenuefoodfestival.com
http://militarynews.com/app/
https://www.japanfes.com/japanmonth
https://bit.ly/SHINGAKU23SP
https://www.morrischoralsociety.org/
https://japansociety.org/
https://www.nipponclub.org/
http://www.galleryonetwentyeight.org



